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ごあいさつ

常陸大宮市は,茨城県の北西部,県都水戸市から約20kmの八溝山地及び阿武隈山地の南端

と関東平野周縁大地北端の境界部に位置し,東に久慈川,南に那珂川,中央部に緒川,玉川が

流れ,市の 6割を山林が占めている。

久慈川と那珂川の二大河川の沿岸には,肥沃な土地が開け,豊かな自然に恵まれ古くから

人々の生活の場となり,多くの歴史を重ねております。そのためこの地域には,古墳・塚・集

落跡など多くの遺跡が存在しております。これらの遺跡は,当時の様子を知る手がかりとなる

ことはもちろんのこと,現代の私たちが豊かに生活をすることができる先人の業績でもありま

す。

このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは,私たちの大切な任務であり,郷土の発展

のためにも貴重なことと考えております。このたびの調査は,店舗の建設に伴い,周知の遺跡

である上ノ宿遺跡の発掘調査による記録保存を目的に行ったものであります。遺跡内からは,

縄文・奈良・平安 。中世時代の竪穴住居・土坑・柱穴状遺構・溝状遺構 。土器等が多数検出さ

れました。この調査報告によって地域の祖先の遺業をしのぶことができるとともに,文化財に

対する意識が一層深まり,遺跡愛護の精神や郷土の文化を培う上で貴重な資料として役立てて

いただければ幸いであります。

最後になりますが,発掘調査にあたり格別のご指導を賜りました茨城県埋蔵文化財指導員の

川崎純徳先生,そしてご協力いただきました地元の関係者,また,一切の経費をご負担いただ

きました ホーマック株式会社様,適正かつ慎重な調査をしていただきました発掘業者 有限

会社日考研茨城様,各位に心から厚く感謝を申し上げます。

平成21年 12月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例  言
1.本書は、ホーマック株式会社の委託を受けて、常陸大宮市教育委員会の指導のもと、有限

会社日考研茨城が行った、店舗建設に伴う記録保存調査を目的とした発掘調査報告書である。

2.本書は、下記の遺跡を収録したものである。

遺跡名 上ノ宿(かみのしゅく)遺跡
所在地  常陸大宮市宇留野3088-1他 9筆

調査面積 9,820だ

3.掘調査の現地調査及び整理調査は、下記の期間に実施した。

調査期間 平成20年 4月 1日 ～平成20年 12月 25日

整理期間 平成21年 1月 30日～平成21年 7月 26日
4.発掘調査組織は下記の通りである。

調査担当    大渕 淳志[(有)日考研茨城]現地・整理

調査員     遠藤 啓子[(有 )日考研茨城]現地・整理

現地調査作業員 相田二郎、大谷和枝、岡崎稔、小野豊、佐藤賞、菅原裕子、佐賀実、

沢田すみ江、塩澤和紀、島崎清子、下山豊二、友郡政夫、戸室均、

西宮芳江、藤岡勤、緑川覚吾、皆川典子、谷中昌、綿引昇市朗

整理調査員   大渕由紀子・大野美佳[以上(有)日考研茨城]

事務局     (有 )日考研茨城
調査指導    常陸大宮市教育委員会生涯学習課

5。 本書の編集執筆は、小川和博 。大渕淳志 。遠藤啓子が行った。

6.本書では以下のような遺構の略称に使用した記号は以下の通りである。

掘立柱建物跡 :SB 堅穴建物跡 :SI 土坑 :SK 溝 :SD 堅穴遺構 :SX

柱穴(ピ ット):P  旧石器時代調査地点 IPG 撹乱 :K

7.本書中の色調に関する表現は新版標牢土色帖(農林水産技術会議事務局監修2000年版)に従
った。

8.書で使用した図面の方位は、すべて座標北であり、標高は海抜高である。

9。 本書に掲載した遺物のスクリーントーンについては、いずれも黒色処理が施されているこ

とを示している。

10。 遺構および遺物の写真撮影は大渕淳志・小川和博が行った。

11.調査の記録および出土遺物は、常陸大宮市教育委員会が保管している。

12.発掘調査および報告書の作成に当たり、以下の方々のご教示・ご高配を賜った。記して、

深く謝意を表す次第です。 (敬称略・順不同)

茨城県教育委員会、 (財)茨城県教育財団、土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場、

川崎純徳、比毛君男、鴨志田篤二
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第 1章 序 立早

第 1節 調査に至る経緯
本発掘調査は、店舗造成に伴う事前調査である。平成19年 10月 26日 にホーマック株式会社から常陸大宮市教育委

員会に埋蔵文化財の所在の有無の照会が提出され、それに基づき市教育委員会は、以前に今回の開発地域南側の上宿

上坪遺跡の発掘調査を平成15年 7月 から実施し、また、平成18年 5月 からも上ノ宿遺跡の発掘調査を行った結果、

多数の遺構・遺物が確認されていることから、立地条件が良く開発箇所の周囲に古代の集落が所在することが確認さ

れていることから、平成20年 2月 6日 に茨城県教育委員会との協議により、本調査実施することとなり、有限会社

日考研茨城に調査依頼をおこなう。承諾後、常陸大宮市教育委員会・ホーマック株式会社・有限会社日考研茨城は三

者協議を行い、平成20年 4月 1日 ～同年12月 25日 まで本調査を実施した。

(常陸大宮市教育委員会)

第 2節 調査経過とその概要
上ノ宿遺跡の本調査は、平成20年 4月 1日 から同年12月 25日 まで実施した。確認調査の結果に基づき、開発予定

区域全面9,820niを調査することとなった。まず重機による表土除去から開始し、遺構確認のための精査を人力によ

り行う。また更に西側および南側の排水溝掘削予定地には幅 2mの トレンチ様調査区を設け発掘を実施した。確認調

査で把握されていた黒色上の落ち込み部はすべて竪穴建物跡であることが判明し、これら堅穴建物跡を中心に丁寧な

精査を繰り返した。また円形を主体となる土坑をはじめ、溝状遺構、掘立柱建物跡、柱穴状遺構(ピ ット)を検出する

(第 4図 )。 竪穴建物跡は、縄文時代中・後期、奈良・平安時代に属し、調査区北端を除くほぼ全面から検出され、集

落本体は東西帯状に展開することが予想されるが、縄文時代に限れば土坑との関連で南東側に集中している。

まず、縄文時代の竪穴建物跡は 4軒検出され、中期中葉から後期初頭に比定されるが、いずれも出土遺物が少なく

所属時期判断を困難している。一方土坑は101基検出され、中期中葉から後期前半に比定されている。わずかに楕円

形土坑も存在するが、大半は正円形を基調とする。また出土遺物も限定されるが、土坑SK33出土の壺形土器は微隆

線のみで装飾された注目土器で、中期終末・加曾利E4式土器に比定でき、県内において出土例も少ないことから特
筆される。

また、古代の堅穴建物跡は43軒である。 8世紀から10世紀に比

定され、確認できるいずれの建物はカマドが設置され、屋内に柱

穴をもたない屋内無柱建物が主体を占める。建物内からは多量の

土師器・須恵器が出土しており、土師器では墨書土器が目立つ。

なかでも関連遺物として15号堅穴建物跡から出土した風字硯は注

目される。また鉄製品では鉄斧、鋤先、鉄鏃など豊富である。な

お、土坑として縄文時代以外に土師器が出土した 2基が確認され

ている。

なお、掘立柱建物跡が 7棟確認されているが、いずれも出土遺

物がなく、時期を判断できないが、間尺の状況から判断して古代

の建物としてはやや貧弱であることから中世以降の時期とした。

これは北側の調査で明らかにされた中世村落が確認されたことに

より、その広がりがここまで及んでいるとみられるからである。

最後に平坦で遺構密度の薄い調査区の中心軸にあたる南側と北

側の 2ヶ所に旧石器文化層を確認するため 2m× 2mのグリッド

を設定し深掘調査を実施した。上層の今市スコリア層と下層にあ

たるⅨ層鹿沼軽石層が鍵層となっているが、明確な旧石器文化層

を検出できず、基本層序のみの観察となった。
第 1図  グリッド配置図
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なお、調査区の設定にあたっては、国家座標を基準とし、調査区北西隅のX軸 =60,680m、 Y軸 =52,460mの 交

点を基準点する10m× 10mのグリッドを設定し、遺構の所在および遺構外出土遺物のすべての地点を明確にするこ

ととした(第 1図 )。

また、遺構の記録は実測図の作成と写真撮影により行った。遺構の図化については堅穴建物跡・掘立柱建物跡の平

面図、土層断面図は20分の 1の縮尺で作図を行つている。また土坑、カマ ドの平面図および土層断面図については

10分の 1の縮尺の図面を作成した。さらに遺構写真は35mmのカラーリバーサル、カラーフィルムにより撮影を行
なった。

(大渕淳志 。遠藤啓子)

第 3節 調査経過
現場の本調査は平成20年 4月 1日 から平成20年 12月 25日 までの 9ヶ 月間にわたって実施した。また整理作業は平

成21年 1月 30日 から平成21年 7月 26日 まで 6ヶ月にわたって実施した。以下その概要を工程表で表記した。

(大渕淳志・遠藤啓子 )

第 4節 遺跡の位置と周辺遺跡
1.遺跡の位置 (第 2。 3図 )

遺跡は、北緯36° 32/42″ 5、 東経 140° 25′ 12〃 1の茨城県北部、常陸大宮市宇留野3083に所在する。ここは

水郡線常陸大宮駅東わずか600m、 旧国道118号線に並行し、市街地の東端に位置する◇付近の台地は八溝山系から

延びた丘陵の一部が北から西側に突出した洪積世の台地が形成され、東に久慈川、西に那珂川によって大きく分断さ

れ、さらに市街地西に流れる玉川によって三分される。遺跡の立地する通称大宮台地は久慈川と玉川に挟まれた南北

に細長く延びた舌状台地で、久慈川と玉川が下岩瀬付近で合流することによって収東する。こうした大宮台地は両河

川とその支流によってさらに侵食され複雑な地形を呈している。遺跡は東に流れる久慈川の右岸で、直接影響を受け、

より開析された比較的幅広く平坦な台地上に立地しているため、遺跡の範囲が明確に線引きできない。すなわち標高

53.5m前後の平坦面が南北800m、 東西1500mまで延びており、北は部垂城跡(040)、 南は宇留野城跡(038)によって

境されるものの、西側は玉川まで達する広さがあり、東端に位置する本遺跡から西側の玉川まで小規模な中富遺跡

(062)のわずか 1遺跡しか確認されていない。こうした状況のなか本遺跡は南北700m、 東西200mと いう大規模な範

囲が遺跡として周知されている。さらに平成15年に発掘調査を実施した「上宿上坪遺跡(094)」 とはほぼ同一遺跡と

理解してもよいほど遺跡の境は明瞭ではない。なお東側の久慈川低地との比高差は約32.5mを測る。調査前の現況は

畑地で、遺跡西側は市街の中心地である◇

(大渕淳志・遠藤啓子)

2.周辺の遺跡 (第 3図 )

上ノ宿遺跡が立地する常陸大宮市は東に久慈川、西に那珂川と県内を代表する主要河川に挟まれ、さらに中央には

玉川が流れ、県北部において水利に恵まれた稀にみる肥沃な環境を呈している。そのため旧石器時代から中近世に至

るまで多くの遺跡が周知されており、各時期それぞれ学史的に古くから注目されている遺跡が多いのも特徴である。

2

調査経過 平成20年 4月 1日～平成21年 7月 26日
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第 3図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1:25,000)



第 1章 序章

いま時期ごとに主な遺跡を列挙してみても、旧石器時代の梶中遺跡、縄文時代の坪井上遺跡、高ノ倉遺跡。弥生時代

の小野天神前遺跡、上岩瀬富士山遺跡、小祝梶巾遺跡。古墳時代の下村田一騎山古墳や糠塚古墳。奈良 。平安時代の

小野源氏平遺跡や鷹巣原遺跡等が知られている。これらはいずれも県内の歴史を語るとき必ず代表的な遺跡のひとつ

として挙げられ、しかも全体的にみていずれも数少ない発掘調査によって明らかにされた成果であり、逆にみると市

内どの遺跡の調査を実施しても注目度の高い成果が期待できることを示唆している。

さて、ここで本遺跡周辺遺跡の概要について、すでに市教育委員会で報告されている分布調査に基づき簡単に触れ

ていきたい。まず旧石器時代の遺跡については「梶巾遺跡(007)」 で調査され、槍先形尖頭器が出土し、「/1ヽ野天神前

遺跡」でも細石核が採集されている。そのほか市内最古といわれている「小野高ノ倉遺跡」および上坪遺跡(033)、

鷹巣戸内遺跡(034)が知られている。次ぎの縄文時代になると急に遺跡数が増えてくる。周辺では昭和51、 58年に調

査された「梶巾遺跡(007)」 をはじめ、「諏訪台遺跡(050)」 「宮中遺跡(011)」 「富士山遺跡(003)」 等21遺跡が知られ、

また正式な調査は行われていないが、「河井台遺跡(096)」 では多量の石鏃が採集されている。そのほか中期の大集落

として確認された「坪井上遺跡」「高ノ倉遺跡」があり、縄文早期 。中期から弥生時代に営まれた「小野天神前遺跡」

は、主となる晩期段階で土偶や亀形土製品をはじめ石剣、石棒、独鈷石等祭祀具が多数出土している。そして当遺跡

は県内でも数少ない弥生時代中期前半まで継続され、市内に限らず県内を代表する遺跡のひとつとなっている。その

ほか周辺地域では、後期の「富士山遺跡(003)」 や 「梶中遺跡(003)Jが著名である。以上のほか弥生時代の遺跡は明

確ではないものが多い。

古墳時代では須恵器や形象埴輪を含めた豊富な埴輪の出土が知られている「鷹巣古墳群(023)」 のほか、前方後方

墳である「富士山 4号墳」は墳長38mを測り、県内でも最古の吉墳のひとつとして周知されている。また「糠塚古

墳(022)」 は80mの大形古墳である。また集落跡も数は少ないが報告されている。「梶巾遺跡(007)」 では前・中期の

住居跡が検出されている。さらに玉川左岸には「雷神山横六群(091)」 と「岩欠横穴群(139)」 があり、いずれも 5基

ずつ確認されている。

次ぎの奈良・平安時代では本遺跡を含め市内の大半の遺跡で確認されており、その数は115遺跡以上にのぼり市内

の全体的の実に80%を占めている。そのなかで主要遺跡のひとつが 「鷹巣原遺跡(010)」 である。 8世紀中葉から10

世紀にかけて32軒の住居跡が確認されている。さらに隣接して「鷹巣瓦窯跡(042)」 が知られており、ここで焼かれ

た瓦が竪穴建物跡のカマド構築材として利用されていた。そのほか最近調査された「上宿上坪遺跡(094)」 や 「上坪

遺跡(033)」 でも明確な集落跡として注目されている。これらに本遺跡が加わることで久慈川中流域における 8世紀

から10世紀にかけての拠点的集落がより鮮明になってきた。最後に中世では城跡として詳細な測量調査を実施した

「前小屋城跡(037)」 をはじめ「宇留野城跡 (038)」 や「菅又城跡(100)」 が知られている。平成15年に発掘調査した

「上宿上坪遺跡(094)」 では宇留野城跡北西側の一郭に位置する集落遺跡であるが、明瞭な郭跡は確認できなかったも

のの、溝や土坑から古瀬戸の平碗・茶壷、志戸呂の悟鉢、常滑の甕や内耳土器、さらに硯の出土が報告されている。

また近世の塚としては「富岡七ツ塚群(142)」 が確認されている。

(遠藤啓子)
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表 1 上ノ宿遺跡と周辺遺跡一覧
I締 計1遺麟議七 1軍壌勘環11 饉饂ユ|:牌辞錦 孫爵 髄ヽ自温渉畜雪1培 :1翻 | iユ参4ミ||1総

117 上ノ宿還跡 集落跡 縄文、奈良・平安 額山A遺跡 集落跡 奈良 平安

鷹巣原遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安、中世 077 額山B遺跡 集落跡 縄文、奈良 平安

宮中遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 082 鷹巣原 B遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

引田前遺跡 集落跡 奈良 平安 馬場先遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安

北村田遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安、中世 090 大塚遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

西坪井遺跡 集落跡 弥生、古墳、奈良・平安 雷神山横穴群 横六群 古墳

024 松 吟寺 古墳 古墳 古墳 092 抽ヶ台古墳 古墳 古墳

―騎山古墳群 古墳群 古墳 上宿上坪遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安

028 根本古墳群 古墳群 古墳 河井台遺跡 集落跡 奈良・平安

034 鷹巣戸内遠跡 集落跡 旧石器、奈 良・平安 097 田子内遺跡 集落跡 奈良・平安

035 根本遺跡 包蔵地 古墳 098 山根遺跡 集落跡 不 明

前小屋館跡 城館跡 奈良・平安、中世 見渡遠跡 集落跡 奈 良 平安、中世

038 宇留野城跡 城館跡 中世 念仏塚 経塚 近 世

部垂城跡 城館跡 中世 高野B遺跡 集落跡 奈良・平安

大宮 自然公 園遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 北村田B遺跡 集落跡 奈良・平安、中世

045 萱峯遺跡 集落跡 縄文、古墳、奈良・平安 駄木所遠跡 集落跡 奈良・平安

056 小中遼跡 集落跡 奈良・平安 泉坂下遠跡 集落跡 弥 生

062 中富遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 念仏塚遺跡 集落跡 古墳

065 拍ヶ台遺跡 集落跡 奈良・平安、中世 上高作遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

068 石幸遺跡 集落跡 奈良・平安 124 六丁遺跡 集落跡 奈良 平安

春日神社前遺跡 集落跡 古墳、奈良・平安 富岡七ツ塚群 塚群 近 世

072 前三ケ尻A遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安 高渡遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安

後三ケ尻 A遺跡 集落跡 奈良 。平安 132 姥賀東遺跡 集落跡 古墳、奈良・平安

074 後三ケ尻 B遺跡 集落跡 縄文、奈良・平安、中世 137 前三ヶ尻B遺跡 集落跡 奈良・平安

熊の石遺跡 集落跡 奈良・平安
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第 1飾 概要

第 2章 検出された遺構と遺物

第 1節 概要 (第 4図 )
上ノ宿遺跡は南北700m、 東西200mと いう広大な範囲が遺跡として周知されており、東に流れる久慈川の右岸で、

標高53.5m前後の平坦面上に立地している。なお、昭和56、 59年 に隣接する地点が発掘調査され、縄文時代および

古代の集落跡が検出されただけではなく、さらに中世では城郭に密接に関連する集落跡として注目されていた遺跡で

あり、今回の調査でもその集落跡の広がりおよび限界が期待された。以前調査された地点に隣接し、限られた範囲で

あったが、ここから旧石器時代の石器、縄文時代の竪穴建物跡・土坑群、古代の竪穴建物跡、土坑。中世以降の掘立

柱建物跡、土坑、柱穴群が検出された。なお、現状は畑地であった。

第 2節 旧石器時代の調査 (第 5～ 7図 )
第 1項 概要
今回の調査で、旧石器時代に係る文化層を確認するために、

側と南側の 2地点に 2× 2mのグリッドを設定して調査した。

の、北側設定の確認グリッドPG 2北側から安山岩製の剥片 1

深掘調査を実施した。遺構の希薄である調査区中央北

あいにく明確な旧石器文化層は検出できなかったもの

点がⅡ層明黄褐色ローム層中から検出された。

第 2項 基本層序 (第 5図 )
ここでの鍵層は I層 の今市スコリア層とX層の赤城―鹿沼軽石堆積層である。また肉眼観察では捉えることができ

なかったが、Ⅲ層下層およびⅣ層最上部が姶良Tn火山灰(AT)の降灰層が推定される。

I層 にぶい黄橙色パミス層(10YR7/2)今 市スコリア層(Nt一 I)に対比される。橙色粒子は比較的粗く、堅緻であ
る。日光男体山が供給源である◇

Ⅱ層 明黄褐色ローム層(10YR7/6)白 色粒子をわずかに含む。比較的締まりに欠ける。軟質ロームである。
Ⅲ層 黄褐色ローム層(10YR5/6)硬 質ローム。白色粒子を含み、締りがあり、堅緻である。
Ⅳ層 暗褐色ローム層(10YR3/4)白 色粒子を含み、締まりがあり、粘性にとむ。第 2黒色帯に比定される。
V層 灰黄褐色ローム層(10YR4/2)黄 色パミス粒をわずかに含む◇締りがある。
Ⅵ層 にぶい黄褐色ローム層(10YR5/4)黄 色パミス粒を多く含む。締りがあり、堅緻である。
lll層 にぶい黄色ローム層(2.5Y6/3)黄色パミス粒を多量に含む。締りがあり、堅緻である。
Ⅷ層 にぶい黄褐色ローム層(10YR5/4)黄 色パミス粒をわずかに含む。締りがある。
Ⅸ層 黒褐色土(10YR3/2)黄 色パミス粒を多く含む。クラック状。
X層 黄色パミス層(2.5Y8/8)赤 城―鹿沼(Ag― KP)の堆積層である。粒子は比較的粗く、締りがあるが、粘性に欠
ける。

5200m―

第 5図 基本層序

8

PGl

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

�

今市 七本桜軽石   Ⅶ lこぷい責色ローム層(?5V6/3)
Ⅷ にぶい貢褐色ローム(10YR5々 )
区 黒掲色ローム層(10VR3/2)

第2暗色帯       X黄 褐色軽石層l10YR5/6)   鹿沼軽石堆積層
� にぶい黄褐0ロ ーム厨(10YR3/3)
� 皓褐色ローム層(iOVRe/3)
】圧褐色ローム層(iOYR4/6)
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第 7図 旧石器時代の石器

XI層 にぶい黄褐色ローム層(10YR4/3)黄 色パミス粒をわずかに含む。締りがあり、堅緻である。
XⅡ 層 暗褐色ローム層(10YR3/3)自色粒子をわずかに含む。締りがあり、堅緻である。
XⅢ層 褐色ローム層(10YR4/6)白色粒子をわずかに含む。締りがあり、堅緻である。
第 3項 発見された旧石器時代の遺物 (第 6・ 7図 )
確認グリッドPG 2の北側、Ⅱ層明黄褐色軟質ローム層上層から出土した石器は、安山岩製の剥片である。略台形

を呈する縦長剥片で、裏面には良好なバルブが発達している。長さ6.053cm、 幅5.542cm、 厚さ1.46cm、 重量

43.20gを測る。

第 6図  旧石器時代遺物出土分布図・基本層序グリッド配置図 (PGl・ PG2)

第 3節 縄文時代の遺構と遺物 (第 8～28図 )
第 1項 竪穴建物跡

第 2章 検出された遺構と遺物
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第 3節 縄文時代の遺構と遺物
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第 2章 検出された遺構と遺物

ヤ千 ″
①

1 黒褐色主(10YR3/1) ローム粒子をわずかに合む
2掲色土(iOVR4/41   ローム粒子を多二に含む
3赤褐色土(2 SYR4か ) 焼土粒を多く合む

第 9図 竪穴建物S112実測図
0            2m
I       I       I

鋤
′
1

第10図 竪穴建物S112出土遺物
0                 10り m
1         1         1

調査区東側を中心に縄文時代中期末葉から後期初頭の竪穴建物跡4軒、土坑101基が検出された。調査は部分的な

ものであり、全体の様相は把握できないが、堅穴建物跡の周辺に土坑が集中しており、竪穴建物と土坑が環状を呈す

る可能性が高い。

1)堅穴建物跡S112(第 9・ 10図 )
調査区の南東隅に位置する。南東側に土坑が重複している。規模は南北軸長3.50m、 東西軸長2.87mの精円形を呈

し、主軸方位はN-5° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は短く外傾して立ち上がり、壁高は7.0～ 13.Ocmを 測
る。柱穴は7本検出でき、明瞭な主柱穴は確認できなかった。 Plは径 18,0× 15.Ocm、 深さ10.Ocmo P2は径 15.0×

11



第 3節 縄文時代の遺構と遺物

①
/C′

〇
め
朝
り
Ш

' 
黒褐色■(10YR2/3)ロ ーム粒子を多く含む
2褐色土(10YR47 41  ローム粒子を多く含む
3明責褐色土(10Y微 5/6)ロ ーム粒子を多く含む

第11図 竪六建物S114実測図

14.Ocm、 深さ20.5cmo P3イよ径28,0× 18.Ocm、 深さ22.Ocmo P4イま径25,0× 21.Ocm、 深さ25.5cmo P5イま径
25.0× 21.Ocm、  深さ20,Ocmo P6イよ径24,0× 16.5cm、 深さ16.5cmo P7イよ径33.0× 28.Ocm、  深さ52.Ocmを測る。
覆土は 2層 に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。
遺物は縄文土器 1点と多孔石 1点が出土した。第 10図 1は深鉢・胴部破片。有節沈線文が施文される。 2は凝灰質
礫岩製の多孔石である。表裏面に凹部を有する。長さ18.2cm、 幅 16.6cm、 厚さ6.1lcm、 重量2325gを測る。

出土遺物から縄文時代中期中葉・阿玉台正式に比定される。

2)竪穴建物跡S114(第 11図 )
調査区の南側中央に位置する。規模は南北軸長2.47m、 東西軸長3.22mの東西に長い隅丸方形を呈し、主軸方位は

N-8° 一Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は浅く外傾して立ち上がり、壁高は5.0～ 10.5cmを測る。柱穴は 9本

検出でき、 P4・ 6。 9を除き 6本が壁柱穴である。 Plは 径15,0× 15.Ocm、 深さ21.5cmo P 2は 径 15,0×
15.Ocmの 円形、深さ19.5cmo P 3は径16.5× 15.Ocm、 深さ30.Ocmo P 4は 径16.0× 15,Ocm、 深さ23.5cm、 P5
イよ径29.0× 25.Ocm、  深さ21.Ocmo P 6イ ま径 18.0× 17.Ocm、  深さ32.5cmo P 7イ ま径 18.0× 18.Ocm、  深さ24.Ocm。

P8は径20.0× 18.Ocm、 深さ8.5cmo P 9は 径21.0× 19,Ocm、 深さ17.Ocmを測る。覆土は 2層 に分層でき、 レン
ズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は縄文土器の小破片が出土したものの図示できなかったが、縄文時代後期初頭と推定される。

3)堅穴建物跡S119(第 12・ 13図 )

調査区の東側に位置する。南東側が古代の竪穴建物跡によって切られている。規模は南北軸長3.90m、 検出された

東西軸長2.78mを測 り、平面形は南北に長い楕円形を呈し、主軸方位はN-19° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、

壁面は浅く外傾して立ち上がり、壁高は3.0～ 9,Ocmを測る。柱穴は6本検出され、 Pl・ P2・ P5。 P6の 4本が
主柱穴であろう。 Plは径180× 16.Ocm、 深さ10.Ocmo P 2は 径42.0× 35.Ocm、 深さ21.5cmo P 3は 径30,0×
25.Ocm、 深さ15.Ocmo P 4は 径 14.0× 12.5cm、 深さ7.Ocmo P 5は 径23.0× 22.Ocm、 深さ48.Ocinを 測る。覆土

は 2層 に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。
遺物は縄文土器 5点を図示した。いずれも深鉢の破片である。第13図 1は 口縁部破片。微隆線施文。 2は沈線枠
状区画文。 3は細沈線文◇ 5は底部破片。

12
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第12図 竪穴建物S119実測図

/ 1

第13図 堅穴建物S119出土遺物

これら出土遺物は縄文時代中期末葉・加曽利E4式に比定される。
4)竪穴建物跡S157(第 14・ 15図 )

調査区の南東隅に位置し、東側約半分は未調査区域に延びている。規模は検出された東西軸2.26m、 南北軸3.00m

を測り、平面形は精円形を呈するものと推定される。床面はほぼ平坦で、壁面は低く外傾して立ち上がり、壁高は

2.5cmを測る。柱穴は10本確認でき、 Pl・ P3・ P6が主柱穴であろう。Plは径21.0× 19.Ocm、 深さ46.Ocm。
P2は径31.5× 24.Ocm、 深さ67.5cmo P 3は 径28.0× 25.Ocm、  深さ42.5cmo P 4は 径19.0× 18,Ocm、 深さ
27.Ocrno P 5イ よ径29.0× 27.Ocm、  深さ51.Ocmo P 6イ ま径27.0× 21,Ocm、  深さ56.5cmo P 7イ ま径21.5× 18.5cin、

深さ15.5cmo P 8イ よ径30,0× 24.5cm、 深さ24.3cmo P 9イ よ径26.0× 25.Ocm、 深さ18.5cmo P10イま径24.5×

24.Ocm、 深さ22,7cmを 狽1る◇覆土は 3層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は縄文土器 7点を図示した。第15図 1は浅鉢、押捺隆帯に沿つて一列の角押文が施文される。阿玉台 Ib式。
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第14図 堅穴建物S157実測図

悦1に立弼愁μ5
Ⅷガ飴日7

第15図 竪六建物S157出土遺物

2は波状隆帯。 3は蛇行隆帯が垂下する。阿玉台Ⅱ～Ⅲ式。
6は隆帯区画文。7は磨消沈線文が垂下する。加曾利E2式。

時代中期 。加曽利El式と推定される。

第 2項 土坑 (第 16～27図 )
1)土坑SK15(第 16図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.19m、 短径 1.18mの 円形を呈する。最大深度35.3cm。 壁面は外傾気味

に立ち上がる。覆土は 3層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中

期末から後期初頭と推定する◇

2)土坑SK16(第 16・ 24図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.32m、 短径 1.25mの 円形。最大深度33.Ocm。 壁面は外傾気味に立ち上

14

4・ 5は縄文地文に沈線文が垂下する。加曾利El式。

出土遺物の時期に幅があるものの、遺構時期は、縄文
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がる。底面はほぼ平坦で、全体的に軟弱であり踏み固められた痕跡は認められない。覆土は 2層の埋戻し土層。遺物

として縄文土器 1点を図示(第24図 1)。 1は壺の底郡破片。単節RL。 縄文中期末・加曾利E4式に比定される。

3)土坑SK17(第 16・ 24図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.41m、 短径1.29mの構円形。最大深度32.9cm。 壁面は外傾気味に立ち

上がる。底面はほぼ平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層である。遺物として縄文土器 4点を図示(第24図 2)。 2は波状

口縁。微隆線の玉抱文。 2は太沈線区画文。縄文中期末・加曾利E4式に比定される。
4)土坑SK18(第 16図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1,41m、 短径1.28mの精円形。最大深度57.Ocm。 壁面は外傾気味に立ち

上がる。底面はほぼ平坦で、覆土は 3層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文

時代中期末から後期初頭と推定する。

5)土坑SK19(第 16図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.09m、 短径0.87mの 楕円形。最大深度28.lcm。 壁面は外傾気味に立ち

上がる。底面はほぼ平坦。覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時

代中期末から後期初頭と推定する。

6)土坑SK20(第 16図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.29m、 短径1.15mの楕円形。最大深度46.5cm。 壁面は外傾気味に立ち

上がる。底面はほぼ平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断し

て縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

7)土坑SK21(第 16。 24図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.48m、 短径1.09mの楕円形。最大深度62.5cm。 壁面はほぼ垂直気味に

立ち上がり、底面は平坦。覆土は 4層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 4点を図示(第24図 6～ 9)。 6は補

修孔が穿ってある。 7・ 9は単節LR、 8は単節RL縄文。縄文中期末と推定する。

8)土坑SK22(第 16。 24図 )

調査区の南東隅に位置し、東端に柱穴 1基が重複している。平面形は長径2.30m、 短径 1。92mの円形。最大深度

122.Ocm。 壁面はややオーバーハング気味に立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 7層の自然堆積層である。遺物とし

て縄文土器 8点と石器 2点を図示(第24図 10～ 19)。 10。 16は微隆線による区画。地文は単節LR。 11・ 12は沈線に

よる区画。地文は単節LR。 13・ 14は二本の平行描線による交互充填施文。13は J字文。 15。 17は地文が単節RL。

18は砂岩製の磨石。側面に敲打痕。表裏面に磨面が確認できる。長さ6.38cm、 幅8.97cm、 厚さ3.31cm、 重量

281.Og。 19も砂岩製の磨石。側面に磨痕が認められる。長さ7.68cm、 幅 5。30cm、 厚さ2.7cm、 重量 134.Og。 縄文

時代後期前半・綱取 1式期に比定される。

9)土坑SK23(第 16・ 24図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1,41m、 短径1.36mの 隅丸方形を呈する。最大深度50.5cm。 壁面は外傾

気味に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、覆土は 3層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 3点を図示(第24図 20～ 23)。

20は有孔鍔付土器。波状口縁で、赤彩が施されている。21は微隆線による意匠文。単節RL。 縄文時代中期末・加曾

利E4式期。
10)土坑SK24(第 16・ 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.26m、 短径1.17mの 隅丸方形を呈する。最大深度79,4cm。 壁面は垂直

気味に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒・ロームブロックを含み、自然堆

積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第24図 23)。 23は大型深鉢の体部下半。単節LR縄文施文。縄文時代中

期末・加曽利E4式期に比定される。
11)土坑SK25(第 17・ 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.27m、 短径1.16mの 円形。最大深度38,3cm。 壁面は外傾気味に立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層の自然堆積層。遺物として縄文土器1点を図示(第24図 24)。 24は単節

LR縄文を施文。縄文時代中期末と推定する。
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12)土坑SK27(第 17図 )

調査区の南側に位置し、平面形は長径1.08m、 短径 1.01111の 円形。最大深度は25.Ocm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面はほぼ平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代

中期末から後期初頭と推定する。

13)土坑SK29(第 17図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.12m、 短径1.12mの 円形。最大深度25.lcm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒・ロームブロックを含み、締りがなく、粘性に欠ける。

自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

14)土坑SK30(第 17・ 24図 )

調査区の南東隅に位置し、西側で土坑SK45と重複している。平面形は長径 1.18m、 短径0.86mの 楕円形。最大深

度68,Ocm。 壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒・ロームブロッ

クを含む自然堆積層である。遺物として縄文土器2点 を図示(第 24図 25。 26)。 25は羽状縄文。26は押捺を加えた貼

付隆帯を垂下させる。縄文時代中期・阿玉台式期に比定される。

15)土坑SK31(第 17図 )

調査区の南東に位置し、平面形は長径 0。 92m、 短径0.86mの 楕円形。最大深度 18.5cm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期

末から後期初頭と推定する。

16)土坑SK32(第 17・ 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.05m、 短径0.98mの 円形◇最大深度49.3cm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 2層 の埋戻し土層。遺物として縄文土器 1点を図示(第 24図 27)。 27は条線施文。縄文時

代後期初頭・称名寺 2式期と推定する。

17)土坑SK33(第 17・ 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.14m、 短径1.04mの 円形。最大深度49,3cm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 5層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 4点を図示(第24図 28～ 31)。 28～ 30は 同一個体

で完形に近い瓢形の注目付壷である。体部上部は二本平行の微隆線による連結する渦巻き文。体部中央に横位の橋状

把手が付く。30は 日縁部が 3単位の橋状把手と注口が付き、微隆線により連結する。31は無節r縄文。縄文時代中期

末 。加曾利E4式期に比定される。
18)土坑SK34(第 17・ 24図 )

調査区の南東側に位置し、堅穴建物跡S112と重複している。平面形は長径0,99m、 短径0.98mの円形。最大深度

29.3cm。 壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒 。ロームブロック

を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第24図 32・ 33)。 32は平行する微隆線を無文となる懸

垂文。単節RL縄文。33は単節RL縄文。縄文時代中期末・加曾利E4式期に比定される。
19)土坑SK35(第 17・ 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.05m、 短径0,92mの 楕円形。最大深度 16.6cm。 壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 1点を図示(第24図 34)。 34は単節RL縄文施文。

縄文時代中期末と推定する。

20)土坑SK38(第 17図 )

調査区の南側に位置し、平面形は長径1.24m、 短径1.14mの 円形。最大深度30.3cm。 壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末か

ら後期初頭と推定する。

21)土坑SK41(第 17図 )

調査区の南側に位置し、平面形は長径1.18m、 短径1.15mの不正円形。最大深度48.3cm。 壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は 4層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中

期末から後期初頭と推定する。
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22)土坑SK43(第 17図 )

調査区の南側に位置し、平面形は長径 1.41m、 短径1.32mの 円形。最大深度38.lcm。 壁面は外傾して立ち上がる。

底面は平坦で、覆土は 3層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末か

ら後期初頭と推定する。

23)土坑SK46(第 18。 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.24m、 短径1.17mの 円形。最大深度39.8cm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 3層の埋戻し上層。遺物として縄文土器 1点、石器 3点を図示(第24図 35～ 38)。 35は単

節RL縄文。36～ 38は磨石類である。36は砂岩製。表面に敲打痕をもち、側面に磨面を有する。長さH.93cm、 幅
8.54cm、 厚さ4.41cm、 重量755.Og。 37はホルンフェルス製。側面に敲打痕が認められる。長さ11.68cm、 幅

6.75cm、 厚さ2.44cm、 重量259,Og。 38は砂岩製。明瞭な磨面は確認できない。長さ11.71cm、 幅6.66cm、 厚さ

3.26cm、 重量309.Og。 縄文時代中期末と推定する。

24)土坑SK48(第 18。 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.48m、 短径1.32mの 円形。最大深度28.2cm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、南側に柱穴 1本(径23.0× 16.Ocm、 深さ3.5cm)が穿ってある。覆土は 2層の埋戻し上層。遺物と

して縄文土器 2点を図示(第24図 39・ 40)。 39。 40は懸垂文間を磨消し、地文は単節LR。 縄文時代中期・加曾利 E

2式期に比定される。

25)土坑SK49 (第 18図 )

調査区の南側に位置し、西端に柱穴と重複している。平面形は長径0,97m、 短径0,84mの 円形。最大深度 13.Ocm。

壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒・ロームブロックを含み、自

然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

26)土坑SK50(第 18。 24図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.34m、 短径 1,15mの 円形。最大深度44.Ocm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 4層の埋戻し土層。遺物として縄文土器2点を図示(第24図 41・ 42)。 41は単節LR。 42は

縄文RL縄文。縄文時代中期末と推定する。

27)土坑SK51(第 18・ 24図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.17m、 短径 1.13mの 円形。最大深度47.5cm。 壁面は外傾して立ち上が

る。底面は平坦で、覆土は 2層 の埋戻し土層。遺物として縄文土器 2点を図示(第 24図 43・ 44)。 48は 口縁部破片。

貼付隆帯が横走する。44は無文。縄文時代中期・加曾利El式期に比定される。
28)土坑SK52(第 18図 )

調査区の南東隅に位置し、北側が未調査区域に延びている。平面形は長径0.76m、 現存短径0.44mの 円形と推定さ

れる。最大深度36.Ocm。 壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒・

ロームブロックを含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況

から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

29)土坑SK53(第 18・ 24図 )

調査区の南東隅に位置し、東側が未調査区域に延びている。平面形は長径 1.39m、 短径 0。72mの隅丸方形と推定さ

れる。最大深度65.5cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 4層の埋戻し土層。遺物として

縄文土器 2点を図示(第 24図 45。 46)。 45は隆帯に沿って二列の角押文。46は櫛歯描文を充填させる。縄文時代中

期・阿玉台Ⅱ式に比定される。

30)土坑SK54(第 18図 )

調査区の南東隅に位置し、南端に柱穴(径 36.0× 26.Ocm、 深さ23.8cm)が 重複している。平面形は長径0.79m、 短

径0.79mの円形。最大深度8.8cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少

量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末か

ら後期初頭と推定する。

31)土坑SK56(第 18図 )
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調査区の南側に位置し、平面形は長径 1.08m、 短径0.80mの楕円形。最大深度28.3cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時

代中期末から後期初頭と推定する。

32)土坑SK58(第 18図 )
調査区の南側に位置し、平面形は長径0.93m、 短径0,78mの楕円形。最大深度 14.5cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含む自然堆積層である。遺物は出土しなかっ

た。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

33)土坑SK59(第 18図 )
調査区の南東側に位置し、平面形は長径 1.18m、 短径1.15mの 円形。最大深度18.Ocmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出上しなか

つた。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

34)土坑SK63(第 18・ 25図 )
調査区の東側に位置し、平面形は長径 1,44m、 短径1.25mの楕円形。最大深度 15.5cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物として縄文土器1点を図示(第25図 1)。 とは大型深鉢の口縁

部破片。微隆線による日縁部区画。地文は単節RL縄文。縄文時代中期末 。加曽利E4式期に比定される。
35)土坑SK64(第 19。 25図 )
調査区の東側に位置し、平面形は長径 1,16m、 短径1,17mの 円形。最大深度58.3cmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 2点を図示(第25図 2・ 3)。 2は単節RLに磨

消し。 3は磨消し沈線文による意匠文。単節RLを地文とする。縄文時代後期初頭 。称名寺 1式と推定する。
36)土坑SK65(第 19。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0,98m、 短径0.84mの 円形。最大深度6.5cmを測り、壁面は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 1

点を図示(第 25図 4)。 4は胴部破片。単節LR施文。縄文時代中期末と推定する。
37)土坑SK66(第 19・ 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.30m、 短径1.27mの 円形。最大深度37.5cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し上層◇遺物として縄文土器 3点を図示(第 25図 5～ 7)。 5は口縁郡破片。

無文。 6は単節LR。 7は撚糸 R。 縄文時代中期・加曾利El式と推定する。
38)土坑SK67(第 19図 )
調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.05m、 短径1,03mの 円形。最大深度45.5cmを測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し上層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代

中期末から後期初頭と推定する。

39)土坑SK68(第 19図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.18m、 短径1.16mの 円形。最大深度42.Ocmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時

代中期末から後期初頭と推定する。

40)土坑SK70(第 19。 25図 )
調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.34m、 短径1.27mの 円形。最大深度54.5cmを 測り、壁面は垂直に立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 3点を図示(第25図 8～ 10)。 8は深鉢口縁郡破

片。沈線区画文による幅狭な無文帯が巡る。 9は単節LR施文。 10は 口縁部破片。無文。縄文時代中期 。加曾利E3
式に比定される。

41)土坑SK72(第 19。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.33m、 短径1.31mの 円形。最大深度45,Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 1点、石器 1点を図示(第25図 11。 12)。 11

は微隆帯を貼付。 2は砂岩製。凹部を有する台石で石皿として使用。表面に凹部を 2ヶ所。裏面に磨面凹面となる。

22
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長さ20.46cm、 幅14.19cm、 厚さ7.10cm、 重量2245.Og。 縄文時代中期末 。加曾利E4式に比定される。
42)土坑SK74(第 19図)              ノ

調査区の南側に位置し、平面形は長径1.24m、 短径1.14mの 円形。最大深度10.6cmを測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、北壁寄りに柱穴が穿っている(径44.0× 34.Ocm、 深さ4.2cm)。 覆土は黒褐色土の単一層で

少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末

から後期初頭と推定する。

43)土坑SK77(第 19。 25図 )

調査区の南西側に位置し、平面形は長径 1.34m、 短径1.25mの 円形。最大深度35,Ocmを 測り、壁面は垂直気味に

立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 1点を図示(第25図 13)。 13は深鉢胴部◇

角押文が施文される。縄文時代中期・阿玉台Ⅱ式に比定される。

44)土坑SK79(第 19・ 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0.89m、 短径0.87mの 円形。最大深度40.9cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器

1点を図示(第25図 14)。 14は口縁部破片。凹帯が巡る。縄文時代中期末と推定する。

45)土坑SK80(第 19。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.05m、 短径1,01mの 円形。最大深度82.Ocmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土

器 1点を図示(第 25図 15)。 15は深鉢胴部破片。単節RL施文。縄文時代中期末と推定する。

46)土坑SK81(第 19図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.13m、 短径1.05mの 円形。最大深度40.5cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかっ

た。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

47)土坑SK82 (第 19。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0.99m、 短径0.94mの 円形。最大深度67.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる◇底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含む自然堆積層である。遺物として縄文土器 1

点を図示(第25図 16)。 16は深鉢胴部破片。無節 1が施文される。縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

48)土坑SK83(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.39m、 短径1.30mの 円形。最大深度48,8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 4層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第25図 17・ 18)。 17・ 18

は同一個徳。微隆線を貼付け意匠文とする。縄文時代中期末・加曾利E4式に比定される。
49)土坑SK84(第20・ 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 0。 98m、 短径0,92mの 円形。最大深度 14.6cmを測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器

2点を図示(第25図 19。 20)。 19は懸垂文を垂下する。20は隆帯。縄文時代中期・加曾利El式に比定される。
50)土坑SK86(第 20図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.18m、 短径1.12mの 円形◇最大深度35,5cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄

文時代中期末から後期初頭と推定する。

51)土坑SK87(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径2.21m、 短径2.15mの 円形。最大深度44.3cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 4層の埋戻し土層自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第 25図 21・

22)。 21は懸垂文を垂下させる。22は単節RL施文。縄文時代中期・加曾利 E式と推定する。
52)土坑SK88(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.25m、 短径1.22mの 円形。最大深度82.Ocmを 測り、壁面は垂直気味に立
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ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の自然堆積層である。遺物として縄文土器2点を図示(第25図 23・ 24)。 23は曲

線意匠による充填縄文。24は無節 1縄文。縄文時代後期初頭・称名寺 1式期に比定される。

53)土坑SK89(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.00m、 短径0.99mの 円形。最大深度30.5cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物として縄文土器 2点を図示(第25図 25。 26)。 25は二本の平

行曲線描文による交互充填縄文。単節RL。 26は無文。縄文時代後期初頭・称名寺 1式期に比定される。

54)土坑SK90(第 20,25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0,91m、 短径0,90mの 円形。最大深度25.5cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層 の埋戻し土層自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第25図 27・

28)。 27は胴部破片。単節LR。 28は縄文地文に磨消し。縄文時代中期・加曾利 E式と推定する。

55)土坑SK91(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.38m、 短径1.31mの 円形。最大深度69,3cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 4層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第25図 29・ 30)。 29は胴

部破片。単節RLを地文に磨消し懸垂文を垂下。30は単節LR施文◇縄文時代中期 ,加曾利E3式と推定する。
56)土坑SK92(第 20図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.27m、 短径1.19mの 円形。最大深度31.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆上の締りの状況から判断して縄文時代

中期末から後期初頭と推定する。

57)土坑SK93(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0,96m、 短径0,90mの 円形。最大深度30.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第25図 31)。 31は胴部破

片。単節RL施文。縄文時代中期と推定する。

58)土坑SK94(第 20。 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.55m、 短径1.23mの楕円形。最大深度5.8cmを測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器

3点を図示(第25図 32～ 34)。 32は浅鉢口縁部破片。無文。33・ 34は縄文施文。33が単節LR。 34が単節LR施文。

縄文時代中期・加曾利El式に比定される。
59)土坑SK95(第 20・ 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0.97m、 短径0.96mの 円形。最大深度38.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 4層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 3点を図示(第25図 35～ 37)。 35は撚

糸地文に沈線懸垂文を垂下。36・ 37は縄文施文。縄文時代中期・加會利El式と推定する。
60)土坑SK97(第 21・ 25図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.27m、 短径1.25mの隅丸方形。最大深度17.Ocmを測り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文

土器 3点を図示(第25図 38～ 40)。 38は深鉢の底部破片。単節RL施文。39は 口縁部破片。微隆線を挟んで羽状縄文
を施文する。40は胴部破片。単節LR施文。縄文時代中期末・加曾利E4式に比定される。
61)土坑SK98(第21図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.15m、 短径1.05mの 円形。最大深度77.8cmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の埋戻し土層。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時

代中期末から後期初頭と推定する。

62)土坑SK99(第 21・ 25図 )

調査区の東側に位置し、土坑SK154と重複している。平面形は長径 1.45m、 短径1.40mの 円形。最大深度52.5cm

を測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層

である。遺物として縄文土器 1点を図示(第26図41～ 51)。 41は 口縁部破片。微隆線により口縁が区画され、無文。
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第 2章 検出された遺構と遺物

地文は無節 1。 把手が剥離している。42～46は二本の平行描線による交互充填施文である。42・ 43・ 45は紡錘文を

連結させる。47・ 48・ 50は微隆線の区画文。49は隆帯区画文。51は単節LR施文。縄文時代後期初頭・称名寺 1式

期に比定される。

63)土坑SK100(第 21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、北側で柱穴 2基と重複し、東側半分が未調査区域に延びている。平面形は長径1.80m、 短

径1.00mの 円形と推定される。最大深度36.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色

土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第26図 1)。 1は単節LR

縄文を施文。縄文時代中期末と推定する。

64)土坑SK101(第 21図 )

調査区の東側に位置し、南側で土坑SK102に よって切られている。平面形は長径 1.37m、 短径1.15mの 円形。最

大深度38.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の自然堆積層である。遺物は出土し

なかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

65)土坑SK102(第 21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、北側で土坑SK101を 切つて構築している。平面形は長径 1.27m、 短径1.26mの 円形。最

大深度51.3cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の自然堆積層である。遺物として縄

文土器 1点を図示(第26図 2)。 2は複節RLR縄文。縄文時代中期・加曽利El式期と推定する。

66)土坑SK103 (第21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、西側で土坑SKl10を切って構築している。平面形は長径 1.22m、 短径1.21mの 円形。最

大深度70.3cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる◇底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を

含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 10点を図示(第26図 3～ 12)。 3・ 4・ 9。 12は微隆線による意匠文

で、12を除き口縁区画。 3・ 4は 口縁部を無文とする。 4には赤彩が施されている。 9は波状口縁。 5～ 8・ 10は

二本の平行描線による交互充填施文である。 8は渦巻状文。縄文時代後期初頭・称名寺 1式期に比定される。

67)土坑SK104(第 21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、北西隅で堅六建物S121に切られている。平面形は長径 1.52m、 短径1.49mの 円形。最大深

度51.3cmを測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、

自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第26図 13・ 14)。 13は底部に近い胴部破片。単節RL縄文。14

は深鉢底部破片。縄文時代中期末と推定する。

68)土坑SK105(第 21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.58m、 短径1.36mの楕円形。最大深度83.8cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土

器 3点を図示(第26図 15～ 17)。 15は 口縁部破片。16は 口唇部を欠損する。微隆線による区画。口縁を無文とする。

17は二本の平行曲線描文による交互充填縄文。沈線間は細縄文。単節LR施文。縄文時代後期初頭・称名寺 1式期

に比定される。

69)土坑SK106(第 21。 26照 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.27m、 短径1.27mの 円形。最大深度93.3cmを 測り、壁面はオーバーハン

グして立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土主体で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄

文土器 2点を図示(第26図 18・ 19)。 18は単節RL、 19は単節LR縄文を施文。縄文時代中期末と推定する。

70)ELttSK107(第 21図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1,09m、 短径1.05mの 円形を呈する。最大深度28.Ocmを 測り、壁面は外傾

して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土

しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

71)土坑SK108(第 21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.08m、 短径1.07mの 円形。最大深度36.Ocmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器
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第 2章 検出された遺構と遺物

2点を図示(第26図 20。 21)。 20は 日縁部破片。無文。21は無文であるが、ヒダ状指頭痕がみられる。縄文時代中期

中葉・阿玉台式期と推定する。             ノ

72)土坑SK109(第 21図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.32m、 短径0.90mの 円形。最大深度33.2cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、北西隅で柱穴(径20.0× 19,Ocm、 深さ10,Ocm)が 穿つてある。覆土は黒褐色土の単一層で少

量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末か

ら後期初頭と推定する。

73)土坑SKl10(第 21・ 26図 )

調査区の東側に位置し、北東側で土坑SK103に 切られている。平面形は長径 1.05m、 短径0,33mの 円形。最大深

度47.5cmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、

自然堆積層である。遺物として縄文土器 7点と磨石 1点を図示(第26図 22～ 29)。 22～24は微隆線による区画。22は

口縁郡破片。口縁部は無文帯。23は微隆線上の突起。25は三本の平行描線による交互充填施文。26は微隆線による

区画。地文は無節 1。 27・ 28は沈線区画。29は砂岩製の磨石。表裏面に凹部をもち、磨面が確認できる。長さ

12.88cm、 幅8.28cm、 厚さ5.26cm、 重量553.Og。 縄文時代後期初頭 。称名寺 1式期に比定される。

74)土坑SKlll(第 22図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径0,96m、 短径0.85mの 円形。最大深度22.5cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかっ

た。覆上の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

75)土坑SKl12(第 22図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.13m、 短径1.12mの 円形。最大深度57.Ocmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなか

つた。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

76)土坑SKl14(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.10m、 短径0.86mの楕円形。最大深度56.8cmを 測り、壁面は外傾して立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土

器 2点を図示(第26図 30。 31)。 30。 31は同一個林。単節RL縄文を施文。縄文時代中期末と推定する。
77)土坑SKl15(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、南側で土坑SKH6を切って構築している。平面形は長径 1.31m、 短径 1.28mの 円形。最
大深度53 5cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 3層の自然堆積層である。遺物として縄

文土器 2点を図示(第26図 32・ 33)。 32は単節LR縄文に縦位の懸垂文。33は単節RL縄文。縄文時代中期 。加曾利E

l式に比定される。

78)土坑SKl16(第 22。 26図 )

調査区の東側に位置し、北隅で土坑SKl15を 切って構築している。平面形は長径 1,35m、 短径1.30mの 円形。最

大深度90.5cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる◇底面は平坦で、覆土は 7層の自然堆積層である。遺物として

縄文土器 1点を図示(第26図 34)。 34は複節LRL縄文に懸垂文を垂下させる。縄文時代中期・加曾利E2式期に比定
される。

79)土坑SKl17(第 22図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.25m、 短径1.1lmの 円形◇最大深度79.3cmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は4層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して

縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

80)土坑SKl18(第 22図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.24m、 短径1.16mの 円形。最大深度41.3cmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土で少量のローム粒子を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。

覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。
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第 2章 検出された遺構と遺物

81)土坑SKl19(第 22図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.06m、 短径1.04mの円形。最大深度117.6cmを 測り、壁面は垂直に立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の

締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

82)土坑SK120(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.23m、 短径 1.16mの 円形。最大深度88.Ocmを 測り、壁面は垂直に立ち上

がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 3点を図示

(第26図 35～ 37)。 35は単節RL縄文を地文に沈線区画。36は単節RL。 37は単節LR縄文施文。縄文時代中期末と推
定する。

83)土坑SK121(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、西側で土坑SK122を 切って構築している。平面形は長径 1.43m、 短径1.30mの 円形。最

大深度91.2cmを 測り、壁面はオーバーハングして立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のロ

ーム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点を図示(第26図 38・ 39)。 38は 口縁部破片。単節LR縄文。

39は縄文地文に横位の平行沈線。縄文時代中期・加曽利 El式に比定される。
84)土坑SK122(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、東側で土坑SK121に 切られている。平面形は長径 1.31m、 短径1.19mの 円形。最大深度

31.2cmを 測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自

然堆積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第26図 40)。 40は単節LR縄文施文。縄文時代中期末と推定する。
85)土坑SK123(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.34m、 短径1.30mの 円形。最大深度65.5cmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 2点と台石 1点を図示(第26図 41～

43)。 41は微隆線による区画。単節LR。 42は単節RL縄文。43は砂岩製の台石。多孔石である。裏面は磨面をもつ。

長さ21.84cm、 幅16.45cm、 厚さ12.44cm、 重量4285.Og。 縄文時代中期末・力日曽利E4式期に比定される。
86)土坑SK132(第 22・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.24m、 短径1.07mの 円形。最大深度70.8cmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は 4層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第 26図 44)。 44は単節

RL縄文。縄文時代中期末・加曽利E4式期に比定される。
87)土坑SK133(第 22図 )

調査区の北側に位置し、平面形は長径0.98m、 短径0.98mの 円形。最大深度21.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄

文時代中期末から後期初頭と推定する。

88)土坑SK136(第 23図 )

調査区の中央北側区に位置し、平面形は長径 1.01m、 短径0.97mの 円形。最大深度 14.Ocmを測り、壁面は外傾し

て立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土し

なかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

89)」ヒ坑SK139(第 23・ 26図 )

調査区の北側に位置し、平面形は長径1,45m、 短径1.41mの円形。最大深度 131,3cmを 測り、壁面はオーバーハン

グして立ち上がる。底面は平坦で、覆土は11層 の自然堆積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第26図 45)。

45は単節LR縄文。縄文時代中期末と推定する。

90)土坑SK140(第 23図 )

調査区の北側に位置し、平面形は長径 1.32m、 短径1.10mの 円形。最大深度27.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄

文時代中期末から後期初頭と推定する。

91)土坑SK142(第 23図 )
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調査区の中央北側に位置し、平面形は長径0.86m、 短径0.86mの円形◇最大深度 15,lcmを 測 り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物は出土しな

かつた。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

92)土坑SK144 (第 23図 )

調査区の中央北側に位置し、平面形は長径 1.26m、 短径 1.04mの 円形。最大深度32.8cmを測 り、壁面は外傾して

立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆上の締 りの状況から判断し

て縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

93)土坑SK150 (,零 23・ 26図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.55m、 短径1.42mの 不正円形。最大深度41.9cmを測り、壁面は外傾して
立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文

土器 1点を図示(第26図 46)。 46は胴部破片。刻み目、単節LR縄文施文。縄文時代中期 。加曾利 El式期に比定され
る。

94)土坑SK151(第23・ 26図 )
調査区の南側に位置し、平面形は長径 1.17m、 短径 1.13mの 円形。最大深度82.3cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土で少量のローム粒・ロームブロックを含み、自然堆積層である。遺物として

縄文土器 1点を図示(第26図 47)。 47は 日縁部破片。押捺を加えた隆帯が区画される。縄文時代後期初頭・綱取 1式

期に比定される。

95)土坑SK152(第 23。 26図 )

調査区の南東側に位置し、平面形は長径0.95m、 短径0,94mの 円形。最大深度49.3cmを測 り、壁面は垂直気味に
立ち上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物として縄文土器 1点を図示(第 27図 48)。 48は縄
文施文であるが、器面の粗れが著しい。縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

96)土坑SK153 (第 23・ 27図 )

調査区の南東隅に位置し、平面形は長径 1.30m、 短径1.28mの 円形。最大深度46.5cmを測り、壁面は外傾して立
ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土で少量のローム粒 。ロームブロックを含み、自然堆積層である。遺物とし

て縄文土器 2点を図示(第 27図 1・ 2)。 1は深鉢口縁部破片。二本の平行描線による交互充填施文の楕円形区画文。
地文は単節LR。 2は単節RL。 縄文時代後期初頭・称名寺 1式期に比定される◇
97)土坑SK154(第 21・ 27図 )

調査区の東側に位置し、北西側で土坑SK99を切って構築している。平面形は長径1.17m、 短径 1.12mの 円形。最
大深度96.3cmを 測り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色土で少量のローム粒・ロームブ
ロックを含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器 6点を図示(第27図 3～ 8)。 3～ 5は微隆線による区画。口

縁部は無文帯。 6は沈線による懸垂文間を無文。 7は二本の平行描線による交互充填施文。単節LRを地文とする。
縄文時代後期初頭・称名寺 1式期に比定される。

98)土坑SK155(第 23図 )

調査区の東側に位置し、東側が未調査区域に延びている。平面形は長径 1.20m、 短径 1.02mの 円形。最大深度
45.3cmを 測 り、壁面は垂直気味に立ち上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒 。ローム

ブロックを含み、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄文時代中期末から後

期初頭と推定する。

99)土坑SK156(第 23図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.01m、 短径0,95mの 円形。最大深度29.8cmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は 2層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して縄

文時代中期末から後期初頭と推定する。

100)土坑SK158 (第23図 )

調査区の東側に位置し、平面形は長径1.46m、 短径 1.45mの 円形。最大深度50.Ocmを 測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる。底面は平坦で、覆土は4層の自然堆積層である。遺物は出土しなかった。覆土の締りの状況から判断して
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縄文時代中期末から後期初頭と推定する。

101)土坑SK160(第 23・ 27図 )
調査区の東側に位置し、平面形は長径 1.34m、 短径1.33mの 円形。最大深度16.lcmを 測り、壁面は外傾して立ち

上がる。底面は平坦で、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒を含み、自然堆積層である。遺物として縄文土器

1点を図示(第 27図 9)。 9は底部に近い胴部破片。単節RL縄文施文。縄文時代中期末・加曽利E4式期に比定され
る。

第 3項 遺構外出土の石器 (第28図 1～ 4)
1はチャー ト製の石鏃。基部の一部をわずかに欠損する。両面とも丁寧な調整剥離が施されている。長さ1.41cm、

幅1.52cm、 厚さ0.336cm、 重量0.66g。 2は砂岩製の磨石。両面に凹部をもつ。長さ11,03cm、 幅10.04cm、 厚さ

3.39cm、 重量461.Og。  3は砂岩製の磨石。両面に比較的深度の深い凹部をもつ。長さ7.38cm、 幅8,98cm、 厚さ
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4.23cm、 重量414.Og。 4は安山岩製の石皿。凹部を有する。長さ12.06cm、 幅7,77cm、 厚さ6.09cm、 重量289.Og。

第 4節 古代の遺構 と遺物 (第 8～ 28図 )
第 1項 竪穴建物跡
1)竪穴建物跡S109(第 29図 )

調査区の南西側に位置し、西側の未調査区域に大半が延びているため、東壁面のみ検出。確認された規模は南北軸

長2.53m、 東西軸長0.30mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。主軸方位はN-7° 一Wを示す。床面

はほぼ平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は38.5～ 51.Ocm。 覆土はレンズ状堆積を示す自然堆積であ

る。

図示できる遺物は出土していない。覆土の状況から古代と推定する。

2)竪穴建物跡S110(第 30～ 32図 )

調査区の南西側に位置し、西側半分が未調査区域に広がっている。確認された規模は南北軸長2.25m、 東西軸長

1.17mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドは北壁に設置されており、主軸方位はN-5° 一W

を示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は19,7～ 21.2cm。 覆土は 3層 に分層でき、 レンズ状

堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を16.0～ 32.Ocm半

円形に掘り込んで煙道部とし、規模は焚口部から煙道部までの長さ69,Ocm、 両袖間の最大幅84.Ocm、 袖部構築材は

灰白色粘土で構築されている。カマド覆土は 3層 に分層できる。

遺物は須恵器 。蓋が出土している。 9世紀前葉に比定される。

3)竪穴建物跡S111(第 33・ 34図 )

調査区の南側に位置し、北側約半分が未調査区域に広がっている。確認できる規模は南北軸長 1.42m、 東西軸長

2.65mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定される。主軸方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほ

ぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は31.1～ 32.4cm。 壁溝は東辺および南西隅にみられる上面幅で15.0～ 30.Ocm、 深さ

3.2～ 5,Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 8層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・杯、甕および鉄製品が出土している。 1は邪の口縁部破片。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施

している。 2は皿で外面に墨書 「真家」が習書されている。5は鉄斧。完存する有袋式無肩の手斧。小形で整った造

りである。長さ7.38cm、 幅3.35cm、 厚さ1.51cm、 重量100.Ogを 測る。

これらは 9世紀後葉に比定される。

4)竪穴建物跡S113(第 35～ 37図 )

調査区の南東側に位置する。規模は南北軸長3.46m、 東西軸長3.48mの方形。カマドは北壁に設置されており、主

軸方位はN-10° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は19.5～ 32.5cm。 覆土は 4

層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好である。北

壁面を45.0～ 50.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部とし、焚口部から煙道部までの長さ119.Ocm、 両袖間の最大幅

118.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築され、覆土は 3層に分層できる。

遺物は土師器 。甕と鉄が出土している。 1・ 2の甕底部は木棄痕が残置している。 3～ 5はスラブである。5は 自

然礫にスラグが付着している。3は 52.64g、 4は45,90gを測る。これらは 9世紀中葉に比定される。

5)竪穴建物跡S115(第 38～40図 )

調査区の南側に位置する。規模は南北軸長3.12m、 東西軸長3.13mの方形。カマドは北壁に設置されており、主軸

方位はN-5° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は7.5～ 13.5cm。 壁溝は構築さ

れていない。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況は

比較的良好である。北壁面を43.0～ 48,Ocm三角形に掘り込んで煙道部とし、焚口部から煙道部までの長さ94,Ocm、

両袖間の最大幅100.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。覆土は 2層 に分層できる。

遺物は土師器・郷。須恵器・皿、甕。土製品として硯が出土している。 1～ 8は土師器・ITh。 4は墨書土器。 6を

除き内面黒色処理。10は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。11は須恵器・風字硯。一部

を欠損する。硯首にかけて縁帯が巡り、中央に内堤を設け、底部に貼付けの脚部が付く。奥行き12.47cm、 幅
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第29図 竪穴建物S109実測図

' 
黒掲色■(iOVRe/1) 焼土粒をわずかに含む
2暗赤色主(iOR3/41  焼土粒を多く合む
3赤橙色焼主(iOR6/6)焼 土粒を多■に含む
4灰 白色粘■(,OYR3/1)構 築材

第30図 竪穴建物S110実測図 0            2m
I     I     I

0        1m
l    1    1

第31図 竪穴建物S110カマ ド実測図

0                  10cm
l        l        l

第32図 堅穴建物S110出土遺物

13.12cm、 高さ2.73cmを測る。胎土に海綿骨針、石英、長石粒を含み、灰色を呈する。

これらは 9世紀後葉に比定される。

6)堅穴建物跡S116(第41～43図 )
調査区の南側に位置する。規模は南北軸長3.10m、 東西軸長2.98mの方形。カマドは北壁に設置されており、主軸

方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は8.0～ 22.5cm。 壁溝は北辺西
側から西辺北側。東辺中央に確認される。上面幅18.0～ 27.Ocm、 深さ2.5～ 9.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は

梯子穴と思われる南辺際に重複して 2本穿つてある。北側Pと は径23.0× 17.Ocmの 円形、深さ10.Ocm。 南側 P2は
径29.0× 26.Ocmの 円形、深さ14.Ocmを測る。覆土は 2層に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマド
は北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を52.0～ 56.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部とし、焚日

部から煙道部までの長さ91.Ocm、 両袖間の最大幅94.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。カマド覆土

は 2層に分層。

遺物は須恵器・不が出土している。 9世紀後葉に比定される。

7)竪穴建物跡S117(第44～46図 )
調査区の東側に位置し、北西側で溝が重複する。規模は南北軸長2.65m、 東西軸長2.96mの方形。カマドは北壁に

設置され、主軸方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は6.0～ 15.5cm。 覆土

は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁東寄りに設置され、遺存状況は良好である。

北壁面を20.0～ 23.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部とし、焚日部から煙道部までの長さ90.Ocm、 両袖間の最大幅

85,Ocm、 袖部構築材は灰白色粘上で構築されている。覆土は 3層に分層できる。
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回―ム粒子をわずかに合む
ローム粒子をわずかに合む
ローム粒子をわずかに含む
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ローム粒子をわずかに含む
ローム粒子をわすかに合む
ローム粒子を多二に含む

第33図 堅穴建物S111実測図

第34図 竪穴建物S111出土遺物

遺物は土師器・甕・手捏土器が出土している。 3は木葉痕が残置している。 4は手捏土器。
これらは 8世紀代に比定される。

8)竪穴建物跡S118(第 47～49図 )
調査区の東側に位置する。規模は南北軸長4.36m、 東西軸長4.48mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-10° 一Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は13.0～ 29,Ocm。

壁溝は北辺を除き構築されており、上面幅14.0～ 27.Ocm、 深さ1,0～ 8.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 2層に

分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。

北壁面を94.0～ 99,Ocm三角形に掘り込んで煙道部として、焚口部から煙道部までの長さ190,Ocm、 両袖間の最大幅

163.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・不、甕。須恵器・年、甕が出土している。 1～ 6は土師器。 7～ 10は須恵器。 7～ 9は郭。ロク
ロ成形。10は甕の胴部破片で、内外面は夕タキにより器面調整を施している。

これらは 8世紀中葉に比定される。

9)竪穴建物跡S120(第 50～ 52図 )
調査区の東側に位置する。規模は南北軸長3.20m、 東西軸長3.49mを 測 り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-7° 一W。 床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は4.0～ 18.Ocm。 覆土は 2層 に分層

でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を

24.0～ 26.Ocm三 角形に掘り込んで煙道部とし、焚田部から煙道部までの長さ90.Ocm、 両袖間の最大幅98.Ocm、 袖

部構築材は灰白色粘土で構築されている。
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0        1m
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l 黒褐色土(10YR3/1) 回―ム粒子を多く含む
?暗褐色土(10YRe々 ) ローム粒子 焼■粒をわすかに合む
3 にぷい赤褐e土(5YR6/a)焼土粒を多二、炭化粒 ローム粒子をわすかに合む
4灰白色お土(iOYR3/1)カ マド構築材

第36図 竪穴建物S113カ マド実浪I図
i 黒掲色土(10YR3/1) コーム粒子をわずかに合む
2黒褐色土(iOYR3/ゆ  ローム粒子を多く合む             0               2m
3黒褐色■(10YR3/2) ロームプロック ローム粒子をわすかに含む   1        1        1
4黒褐色主(iOYR2/?) ロームプロックをわずかに含む

第35図 竪穴建物S113実測図

(↓E二::三)5

第37図 竪穴建物S113出土遺物

遺物は須恵器・高台付坪、甕および軽石が出土している。 1は ロクロ成形。 3は軽石。加工面は明瞭ではないが、
砥石として利用されたものであろう。長さ5.57cm、 幅5.84cm、 厚さ4.38cm、 重量59,Og。 これらは 9世紀前葉に比

定される。

10)竪穴建物跡S121(第 53～ 54図 )

調査区の東側に位置する。規模は南北軸長4.51m、 東西軸長4.38mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN― O° を示す。床面はほぽ平坦で、壁面は垂直気味に立ち上がり、壁高は43.5～ 62.Ocm。 壁清は北

辺カマ ド東側の一部を除き、全周する。上面幅11.0～ 29,Ocm、 深さ1.5～ 8.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 8

層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置され、遺存状況は良好である。北壁面を

22.Ocm三角形に掘り込んで煙道部とし、焚田部から煙道部までの長さ165.Ocm、 両袖間の最大幅120.Ocm、 袖部構

築材は灰白色粘土で構築されている。遺物は土師器・高台付郭、甕。須恵器・邦、高台付郷が出土している。 1～ 8

は土師器。 9～ 12は須恵器。

これらは 9世紀前葉に比定される。

11)竪穴建物跡S122(第 56・ 57図 )
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第39図 竪穴建物S115カマ ド実測図

0            2m
I     I     I

1 黒褐色主(iOVRe/1) 日―ム粒子をわすかに含む
2黒掲色■(10VR3/2) ローム粒子を多く含む

第38図 竪穴建物S115実測図

―A′

11

0                10cln
I         I         I

第40図 堅穴建物S115出土遺物

調査区の東側に位置し、北側約判部が未調査区域に延びている。規模は検出南北軸長2,79m、 検出された東西軸長

4.40mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドが北壁に設置されているものとすると主軸方位は

N-0° を示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は35.5～ 46.Ocm。 覆土は 7層に分層でき、

レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・郷、甕。須恵器 。邦、高台付杯、石製品・砥石、鉄製品・刀子が出土している。 1～ 3が土師器。
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1 黒掲色■(10YR3/1) ローム粒子 焼主粒子をわすかに含む
2 にぷい責褐色虫 OⅦV31焼 主F■子をわずかに含む
3灰白色粘土(iOVR3/1)構 築材

第42図 竪穴建物S116実測図

を:曇掲色圭8群罵チ9 毛手黒是百全要竜享E暮念
フロツクを含む

0            2m
I     I     I

第41図 堅穴建物S116実測図 第43図 竪穴建物S116出土遺物

1は婉形を呈し、内面黒色処理。 6。 7は砥石。 8。 9は刀子。6は凝灰岩製の砥石。平面長方形で裾広がりの形態。

断面長方形。四面砥ぎ減りし、一面には細い擦痕が残る。長さ13.1l cm、 幅 3。 75cm、 高さ4.47cm、 重量269,Og。

7は緑泥片岩製の砥石破片。長さ7.99cm、 幅1.99cm、 厚さ0.58cm、 重量18.Og。 8。 9は刀子破片。小形の刀子
である。 8は長さ2.48cm、 刃幅1.48cm、 背厚さ0.47cm、 重量4.12g。 9は長さ2.23cm、 刃幅 1,37cm、 背厚さ

0.98cm、 重量4.26g。 これらは10世紀前葉に比定される。

12)竪穴建物跡S123(第 58～ 60図 )

調査区の東側に位置する。規模は南北軸長3.22m、 東西軸長3.03mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-10° 一Wを示す。床面はほぽ平坦で、壁面は外傾してわずかに立ち上がり、壁高は3.0～ 5.Ocm。

覆土は単一層である。カマドは北壁辺に設置されているが、遺存状況が不良のため計測できなかった。

遺物は土師器・高台付杯が出土している。これらは 9世紀後葉に比定される。

13)竪穴建物跡S124(第 61～ 63図 )

調査区の東側に位置する。規模は南北軸長3.32m、 東西軸長3.47mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-0° を示す。床面はほぼ平坦で、明瞭な貼床構築がみられないが、床硬化面はカマド前面から建
物の中央部がとくに顕著であった。壁面は外傾して立ち上がり、壁高は10.5～ 21.5cmを測る。覆土は 3層 に分層で

き、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況はやや不良である。北壁面を20.0～
30.Ocm楕円形に掘り込んで煙道部としている。焚口部から煙道部までの長さ90.Ocm、 検出された両袖間の最大幅
68.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されている◇

遺物は土師器・高台付年、甕。須恵器・甕、鉄製品である刀子が出土している。 1・ 2は土師器。 2の底部は木葉
痕が残置している。 3は須恵器・甕の胴郡破片で、外面はタタキにより器面調整を施している。 4は刀子の破片。刃

先を欠損している。茎部に木質を残す。現存長 11.21cm、 刃幅0。 98cm、 背厚さ0。 56cm、 重量11,04gを測る。これ

らは 9世紀後葉に比定される。

14)竪穴建物跡S125(第 64～ 66図 )

調査区の東側に位置する。規模は南北軸長3.15m、 東西軸長3.60mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ
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第45図 堅穴建物S117カマド実測図i 黒褐色
=(iOYR2/2) 

ローム粒子をわすかに合も
2黒色■(10YR3/1)  ローム粒子をわすかに合も

第44図  竪穴建物S117実測図
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第46図 堅穴建物S117出土遺物

れ、主軸方位はN-7° ―Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は6.Ocmを測る。覆土は

2層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されているが、遺存状況が不良のため

計測できなかった。

遺物は土師器・邦、甕が出土している。 1は不で内面ヘラミガキの後に黒色処理を施している。これらは 9世紀後

葉葉に比定される。

15)竪穴建物跡S126(第 67～ 69図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長4.37m、 検出された東西軸長4.17mを測り、平面形は方形。カマ ドは北

壁に設置され、主軸方位はN-3° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は20.0～

32.5cm。 壁溝は全周し、上面幅13.0～ 46.Ocm、 深さ1,5～ 12.Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 4本 と梯

子穴の5本穿ってある。 Plは径30.0× 25.Ocmの 円形、深さ47.3cmo P 2は 径30.0× 29.Ocmの 円形、深さ43.3cm。
P3は径25.0× 2■ Ocmの 円形、深さ59.Ocmo P 4は 径22.0× 21.Ocmの 円形、深さ54.Ocmo P 5は 径39,0×
33.Ocmの 円形、深さ5。Scmを測る。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺

に設置され、遺存状況は良好である。北壁面を35,Ocm三 角形に掘りこんで煙道部としている。焚口部から煙道部ま

での長さ112.Ocm、 両袖間の最大幅115.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。
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1 黒褐色■(10YR3/1) ローム粒子をわずかに含む
2暗褐色■(iOI R3/3) ローム粒子をわずかに含む

第47区 竪六建物S118実測図

第49図 竪穴建物S118出土遺物

0           2m
l     l     l

' 
黒褐色■(10VR3/2) 擁土粒 ローム社をわずかに含む
2オ褐色虫 2 SVR4/81 焼主粒を多二に合む
e にぷい掲色土(7 SVRS/41焼 主粒 灰を多とに合む
4灰 自色お■(10hR3/ゆ 構築材
5凝灰質泥告     構築け

0        1m
I      I      I

第48図 竪穴建物S118カマド実測図

0                  1 0cm
l        l        l
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1 によい黄褐色■liONR4/3)ロ ーム粒子 粘■社をわすかに含む
2赤褐色土(5Y田/6) 擁土粒子を多■に含む
3灰 自色粘土(iOVRυ l)構 築材

0        1m
I      I      I

第51図 堅穴建物S120カマド実測図

' 
黒侶色主(10YR3/1) 日―ム粒子をわすかに含む
2暗褐色工(iOYR3/3) ローム粒子をわすかに含む

第50図 竪穴建物S120実測図   0        2m
I    I    I

63第52図 竪穴建物S120出土遺物

遺物は土師器・鉢、甕。須恵器・邦、蓋、鉄製品として鉄鏃が出土している。 5は尖根の鉄鏃。銹化が著しく茎部
・
が明瞭ではない。現存長8.49cm、 鏃身長 1.45、 鏃身幅0.89cm、 茎幅0,74cm、 重量8.66g。 6は隧鉄状鉄製品◇破片

で現存長3.33cm、 幅5.22cm、 厚さ0.65cm、 重量38.88g。 これらは 8世紀後半から9世紀前半に比定される。

16)堅穴建物跡S127(第 70～ 72図 )

調査区の北側に位置する。規模は南北軸長4.38m、 東西軸長3.80mを 測り、平面形は長方形。カマドは北壁に設置

され、主軸方位はN-1° ―Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は31.5～ 37.5cmを

測る。柱穴は主柱穴 4本 と梯子穴の 5本穿ってある。 Plは径37.0× 29,Ocmの 楕円形、深さ68.5cmo P 2は 径
27.0× 19.5cmの楕円形、深さ7■Ocmo P 3は 径25,0× 22.Ocmの 円形、深さ66.Ocmo P 4は 径24.5× 2■Ocmの 円

形、深さ75,5cmo P 5は 径 16.5× 15.Ocmの 円形、深さ42.Ocmを 測る。出入口部の規模は、南北軸長84,Ocm、 東西

軸長 105.Ocm、 深さは4 5cmを測る。覆土は 2層に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺
に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を58.0～ 64.Ocm三角形に掘り込んで煙道部としている。

焚口部から煙道部までの長さ146.Ocm、 両袖間の最大幅135.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郵、高台付 FTh、 甕◇須恵器・ ITh、 甕、土製紡錘車、管状土錘、鉄製品である刀子、鉄滓が出土して

いる。 1は土師器・FThで 内面黒色処理が施されている。 11・ 12は土製紡錘車の破片である。13～42は管状土錘で破

片を含め30点がまとまって出土している。9。 10は須恵器・甕の胴部破片。平行タタキ。 11・ 12は土製紡錘車の破

片。 11は側面に丸みを持つ。現存上面長2.46cm、 下面長 1.48cm、 高さ1.78cm、 孔径0.58cm、 重量 19.5g。 12は



第 4節 古代の遺構と遺物

1 暗灰資色■lZ15Y4/21 日―ム粒子 粘土粒をわずかに含む
2黒協色土(25Ye/2) ローム粒子 焼土社をわすかに含む
3にぷい掲色■(5YFVO 擁■粒を多量に含む
4灰白色若■(10W幣 /1)焼土粒を多■に含む

0        1m
I    I    I

第54図 堅穴建物S121カマド実測図

i 黒褐色土(10YR3/2) ローム粒子をわずかに含む
2黒褐色土やOVWl) ローム粒子・焼土粒をわずかに含む
3黒褐色土(10YRe/1) ローム粒子を多く合む
4黒褐色■(10YR2/2) ローム粒子をわすかに合む

第53図 竪穴建物S121実測図

_A′

5黒褐色土(iOYR2/3) ローム粒子を多く合む
6黒褐色土(10YR3/1) ローム地子をわすかに合む
7黒掲色■liOM13/1) ローム粒子を多く含む
9暗褐色土(10WR3/8) ローム粒子を多く含む

0            2m
l     l     l

第55図  竪穴建物S121出土遺物
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1 黒褐色■(iOVRe/2) ローム粒子をわずかに含む
2黒褐色虫 10VR3/1) ローム粒子 焼土独をわすかに含む
0黒褐色土申OYRa/1) 0-ム 粒子をわずかに含む
4黒褐色■liOYR2/3) ローム粒子を多く含む
5黒褐色■liOYR2/2) ローム粒子を多く含む
6黒褐色土(10YR3/1) ローム&子をわすかに合む
7灰資褐色虫 iOVRS/2)ロ ーム粒子をわすかに合む

o            2m
I     I     I

第56図 竪穴建物S122実測図
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第57図 竪穴建物S122出土遺物 10cm



第4節 古代の遺構と遺物

1 示掲色■(2 5YR4/6) 焼■粒を多二に含む
2灰白色粘■(10VR3/1)構 築材

0        1m
I    I    I

第59図 堅六建物S123カマド実測図

A52BO

, 黒福色土(iOYR3/つ  ローム粒子をわすかに合む

第58図 竪穴建物S123実測図 0           2m
I     I     I

第60図 竪穴建物S123出土遺物

現存上面長2.30cm、 下面長 1.21cm、 高さ1.68cm、 孔径0.55cm、 重量 1.10g。 13～ 42は管状土垂である。計測は

下記のとおりである。

番号 長さcm ttcm 重さg  番号 長さcm ttcm 重さg  番号 長さcm ttcm 重さg
13  5.72   1.10   6.50      14  6.00   0.99  4.46      15  5。 63   0.87   4。 52

16  5.47   0.98   4.56      17  6.07   0,98  4.46      18  5。 32   0.98   3.46

19  5,78   0.91   4.20      20  5.67   0。 94  4。 32      21  4.95   0。 98   4.06

22  4.56   0,96   4.34      23  4.54   0。 97  3.44      24  5.37   1.06   5.26

25  4.45   0。98   3.98      26  4.67   0。 92  3,94      27  4.93   0.86   3.40

28  4.19   0.94   3.62      29  3.84   0.85  2.76      30  3.87   0。 93   3.06

31  4.06   1,04   3.56      32  3.67   0.97  3.30      33  3.73   1.08   3.90

34  3,61   0.80   2.70      35  3.45   1.00  2,74      36  3.18   0。 90   2.16

37  2.75   0。92   2.04      38  3.49   0.97  2.76       39  3.32   0。 93   2.50

40  3.73   1.06   2.96      41  2.18   0。 90  1,70      42  2.49   0.88   1.54

43は刀子で茎部先端を欠損する。長さ9.73cm、 刃幅 1.20cm、 背厚さ0.34cm、 重量6.92g。 44はスラグである。

重量110,Ogを 測る。これらは 9世紀後葉に比定される。

17)竪穴建物跡S134(第 73～ 75図 )

調査区の北側に位置する◇規模は南北軸長3.17m、 東西軸長3.18mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-1° ―Eを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は13.5～ 21.Ocm。 覆土は 2層

に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置され、遺存状況はやや不良である。北壁面

を59.0～ 67.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。焚田部から煙道部までの長さ119,Ocm、 両袖間の最大幅

132.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。郭、甕。須恵器・甕、疑灰岩製の砥石が出土している。 1・ 2・ 4の郷は内面がヘラミガキの後に

黒色処理を施している。 6の甕底部は木葉痕を残置している。 9は凝灰岩製の砥石◇平面長方形で、断面長方形◇六

面とも砥ぎ面が認められ表裏二面は砥ぎ減りし、四面に擦痕が認められる。長さ17.47cm、 幅5.18cm、 高さ3,34cm、

48
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第 2章 検出された遺構と遺物
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第62図 竪穴建物S124カ マド実測図

第61図 竪穴建物S124実測図

一一／
／
‐
‐
ヽヽ
ヽ＼
】＼ゝ

0        1m
l    l    l

t:II〕::■ヨ:J:::】:=3Hl:H争 】|】]〕→〔1411黙 BI黎缶器許豊|』 :ヽ

1 黒掲色■(iOYR3/2) ローム粒子 ロームプロックをわすかに合む
2黒掲色土(10tt3/1) ローム粒子を多く含む
3暗掲色主(10Y魚 3ノ3) ローム粒子をわすかに含む

第63図 竪穴建物S124出土遺物 0                   10cm
l        l        l

重量299,Og。 これらは 9世紀中葉に比定される。

18)竪穴建物跡S135(第 76～ 79図 )

調査区の北西側に位置し、床面に多量の炭化材が検出される火災建物である。規模は南北軸長4.53m、 東西軸長

4.46mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置され、主軸方位はN-2° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほ

ぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は42.0～ 67.Ocmを 測る。壁溝は北東隅および南辺中央の一部掘削部が欠ける部分が

みられるが、検出された各辺で構築される。上面幅9,0～ 30.Ocm、 深さ9,Ocmの横断面U字状を呈する。柱穴は主柱

穴 4本と梯子穴の 5本穿ってある。 Plは径20.5× 19.5cmの 円形、深さ29.5cmo P 2は 径32.5× 28.5cmの 円形、

深さ46.5cm。 梯子穴 P3は径50,0× 44,Ocmの 円形、深さ49.Ocm。 北壁中柱P4は径5■ 5× 48.Ocmの 不正円形、深
さ54.5cm。 同じく北壁中柱 P5は径44.5× 24.5cmの 不正楕円形、深さ61.Ocmを 測る。覆土は 5層に分層でき、レ

ンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を94.0

～97.Ocm楕 円形に掘り込んで煙道部としている。焚口部から煙道部までの長さ201.Ocm、 両袖間の最大幅132.Ocm、
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第4節 古代の遺構と遺物

1 黒傷色土(10YR3/1) ローム粒子をわすかに含む
2黒福色■liOYR2/2) ローム粒子 焼■粒をわずかに含む
3灰黄福色粘■liOYR4/2)構 築材

0        1m
1      1      1

第65図 竪穴建物S125カ マド実測図

1 黒褐色■(iOWR2/2)
2黒掲色■(ltlYR2/3)

第64図 竪穴建物S125実測図

―A′

ローム粒子をわすかに含む
ローム粒子をわすかに含む

0            2m
I     I     I

第66図 堅六建物S125出土遺物 0               10cln
1        1        1

袖部構築材は灰自色粘土で構築されている。

遺物は土師器・邦、高台付邦、甕。須恵器・杯、高台付年、蓋、甕。鉄製品・鉄鏃、刀子、鉄滓。石製品・磨石が

出土している。 2～ 8は土師器 。高台付lTNで内面ヘラミガキの後に黒色処理を施している。13～ 19は須恵器である。
16は蓋。17～ 19は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。20は鉄鏃。茎部端部を欠損する。

有頚鏃である鏃部は両丸造りである。茎部には木質が残る。現存長11.44cm、 鏃身長6.23cm、 鏃身幅3.76cm、 鏃厚

0.76cm、 茎部幅0.61cm、 重量26.24g。 21は刀子の破片。小形の刀子で、刃部に木質を残す。刃幅1.39cm、 背厚

さ0.53cm、 重量5.76g。 22はスラグ。重量65.Og。 23は砂岩製の磨石。側面に磨面が確認できる。長さ9,78cm、

幅 5。 17cm、 厚さ2,91cm、 重量252.Ogを測る。これらは 9世紀前棄に比定される

19)竪穴建物跡S136(第 80～ 82図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長4.10m、 東西軸長3.95mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ
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1 黒偶色主(10VR3/1) ローム粒子を多二に含む
2黒穏色土却OYR3/21  ローム粒子をわずかに合む
3黒褐色■liOYR2/3) ローム粒子をわずかに含む

――E′

1 黒褐色土(10WR3/2) ローム粒子をわずかに含む
2偶色■(7 SYR4/8)  焼土社を多く合む
3黒褐色■(10VRe/2) ローム粒子 焼■粒を多く合む
4灰 白色粘土(10YR3/1)構 築材

0        1m
l    I    I

第68図 堅穴建物S126カマド実測図

第67図 竪穴建物S126実測図 0            2m
I     I     I
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第69図 竪穴建物S126出土遺物 0                  10cm
1        1        1
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第 4節 古代の遺構と遺物

i 黒褐色主(iOYR2/2) ローム粒子をわずかに合む
2黒掲色土(10YR3/ゆ  ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む

第70図 堅穴建物S127実測図 0            2m
1     1     1

れ、主軸方位はN― O° を示す。床面は平坦で、

壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は41.0～

50.5cmを 測る。壁溝は南西隅の一部掘削部が欠け

る部分がみられるが、ほぼ全周する。上面幅で

15.0～ 50.5cm、 深さ0.5～ 11.5cmの 横断面U字状
を呈する。柱穴は梯子穴と思われる南辺際に穿っ

てある。重複しているが径35.0× 29.Ocmの 円形、

深さ26.Ocmを 測る。覆土は 3層 に分層でき、レン

ズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺

に設置されており、遺存状況は比較的良好である。

北壁面を59.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部として

いる。焚日部から煙道部までの長さ136.Ocm、 検

1 灰責褐色土(iOYR4/2)焼 土社を多■に含む
立 にぷい賣褐色it10YRV4)燒 土粒を多量に合む
3掲色■(,OYM/1)  燒土粒を多量に含む
4灰 白色粘土(iOYRν ゆ 構築″

第71図 竪六建物S127カマド実測図

出された両袖間の最大幅121.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・ lTX、 蓋。甑。石製品である磨石破片が出土している。

1～ 4が土師器。 5～ 11は須恵器である。 11の 甑は把手が付く。 12は砂岩製の磨石破片。長さ3.54cm、 幅
2.76cm、 厚さ4.20cm、 重量52.5gを測る。これらは 9世紀前葉に比定される。
20)竪穴建物跡S137(第 83～ 85図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長4.27m、 東西軸長4.27mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ
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第 2章 検出された遺構と遺物
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第72図 竪穴建物S127出土遺物 0                 10cm
l       l       l

れてお り、主軸方位はN-5° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は 11.0～

20.Ocmを測る。壁溝は全周し、上面幅10.0～ 35.Ocm、 深さ5.0～ 11.9cmの 横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 4

本と梯子穴の 5本穿ってある。 Pl径 36.0× 31.Ocmの 円形、深さ75.5cmo P 2径 35.0× 31.Ocmの 円形、深さ

72.5cmo P 3径 39.0× 29,5cmの 楕円形、深さ50.Ocmo P 4径 44.0× 33.5cmの 楕円形、深さ59.Ocm。 梯子穴 P5

径24.0× 18.Ocmの楕円形、深さ29.Ocmを測る。覆土は 2層 に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ

ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を37.0～ 39,Ocm箱形に掘り込んで煙道郡とし

ている。焚口部から煙道部までの長さ107.Ocm、 検出された両袖間の最大幅117.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で

構築されている。

遺物は須恵器 。FTh、 甕が出土している。 4・ 5は甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。こ

れらは 9世紀前葉に比定される。

22)竪穴建物跡S138(第 86～ 88図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長2,74m、 東西軸長3.18mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ
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第4節 古代の遺構と遺物

lB5280
―

＞
、

1 黒褐色虫 ,O�R9/2) 日―ム粒子をわすかに合む
2黒褐色■liO源 3/つ  ローム粒子 焼土粒をわずかに合む
3灰白0粘主(10VP3/8)構築II

0        1m
I    I    I

第74図 竪穴建物S134カマド実測図
1 黒褐色土(iOYR3/1) 日―ム粒子・ ロームプロックを多く合む
2黒褐色■(iOYR2/2) ローム粒子をわすかに合む

第73図 竪穴建物S134実測図   0        2m
I    I    I

8ゝ
和

第75図 堅穴建物S134出土遺物 0                   10cm
l        l        l

れ、主軸方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぽ外傾して立ち上がり、壁高は10.5～ 17.Ocm。 柱穴
は梯子穴と思われる南辺際に1本穿ってある。径32.0× 32.Ocmの 円形、深さ17.3cmを測る。覆土は 2層に分層でき、
レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を

43.0～ 46.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。焚口部から煙道郡までの長さ102.Ocm、 検出された両袖間の

最大幅82.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。杯、甕。 2は底面に判読できないが墨書されている。 5の甕底部は木葉痕が残置する。これらは 9
世紀後葉に比定される。
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第 2章 検出された遺構と遺物
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1 黒掲色土(10YR3/11  ローム粒子 ロームブロックを多く合む
2黒掲色土(iOYR3/2) ローム粒子 燒土粒を多く含む
3黒掲色主(10VR2/9) ローム粒子 焼土粒 炭化粒を多く含む
4黒褐色■(10VR2ノe) ローム粒子 焼土社 炭化れをわずかに含む
5黒褐色
=(IO漁
?/2) ローム粒子 燒土粒 炭化粒を多重に含む

E盟70 ――E

第76図 堅六建物S135実測図 0            2m
l     l     l

0        1m
l      I      I

里
―
―
＞
、

1 黒掲色■(10YR3/2) 日―ム粒子をわずかに含む
竣黒掲色土(10YR2/8) ローム粒子 焼土れをわすかに含む
3 にふい褐色土(7引蔦/3)ロ ーム粒子 焼土t. 炭化れを多く合む
4掲灰0■(7 5YR4/1) ローム粒子 焼土粒 炭化粒を多く含む
5灰白色粘■(10YR8ん )構築材

:ヨξ::ヨこ::ここ
鶉
七綿

荘,翠 I

寄報 :

難ヨ

第77図 竪穴建物S135炭化物出土状況図 0        2m
l    l    l

第78図 竪穴建物S135カ マ ド実測図



第4節 古代の遺構と遺物
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第79図 竪穴建物S135出土遺物

23)竪穴建物跡S139(第 89～ 91図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長3.91m、 東西軸長3.42mを測り、平面形は長方形。カマ ドは北壁に設置

され、主軸方位はN-3° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は25.0～ 34.Ocmを 測る。
柱穴は梯子穴が南辺際1本穿ってある。径34.0× 30,Ocmの 円形、深さ14.Ocmを測る。覆土は 2層に分層でき、レン

ズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を48,0～

52.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。焚日部から煙道部までの長さ63.Ocm、 検出された両袖間の最大幅

112.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・杯、甕。須恵器・高台付郷が出土している。 1～ 6は土師器。 1～ 3は邪で内面はヘラミガキの後
に黒色処理を施している。これらは 9世紀後葉に比定される。

24)竪穴建物跡S140(第 92～94図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長4.14m、 東西軸長3.66mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-3° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面は垂直気味に立ち上がり、壁高は19.5～42.Ocmを 測る。壁

溝は南辺および東辺南側のみ構築されている。上面幅で12.5～ 38.Ocm、 深さ4.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴
は10本穿ってあり、壁柱穴である。Pl径 18.0× 15,Ocmの 円形、深さ44.5cmo P 2径 21.0× 15.Ocmの 精円形、深
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第 2章 検出された遺構と遺物
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第80図 堅穴建物S136実測図 o            2m
I     I     I

:1魯懲ここ:S構挙単な:::専三:奪 :ξlζを患蟹::]
5灰白色粘虫 10YRB/81構 築材

0        1m
I    I    I

第31図 竪穴建物S136カマド実測図

0               10Cm
1        l        I
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第32図 竪穴建物S186出土遺物
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第83図 堅穴建物S137実測図

｀
子 ~~2

当 ▼ 3

第85図 竪六建物S137出土遺物

丈B5260

摺藩琶皇誌 ↓留 ,I子
°
目二会篭孝 :籍圭盤をお与雰毛書き

合む

暗褐色土(,OYR3/3) ローム粒子 焼土粒 炭化れを多く含む
灰白色粘土(10Ve8/8)構 築材

0        1m
1    1    1

第84図 堅六建物S137カ マド実測図
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i 黒褐e■(iOYRe/1) 日―ム粒子 ロームプロックをわずかに合む
2累福色土(itlYR2/2) ローム粒子を多く含む

第86図 堅穴建物S138実測図   0        2m
I    I    I

― B′
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引
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、

1

1 黒掲0■ (10YR3772) 「H―ム粒子 焼主粒をわすかに含む
?灰褐色土(75淵V2) 焼土粒を夕二に含む
3灰白色粘■(10VR8/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第87図 竪穴建物S138カマ ド実測図

＼  叢

第88図 竪穴建物S138出土遺物 0                 10cm
l         I         I

さ57.Ocmo P 3径 16.5× 14.Ocl■の円形、 深さ29,Ocmo P 4径 22.0× 18.5cmの 円形、 深さ52.Ocmo P 5径 20.0×
17.Ocmの 円形、深さ32.Ocmo P 6径 2■ 5× 18.5cmの 円形、深さ70,Ocmo P 7径 18.5× 18,Ocmの円形、深さ

38.Ocmo P 8径 22.0× 19,Ocmの 円形、深さ30.Ocmo P 9径 20,0× 18.Ocmの 円形、深さ47.Ocmo P10径 19.0×

17.Ocmの 円形、深さ25,Ocmを測る。覆土は 4層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺

に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を45,Ocm半円形に掘り込んで煙道郡としている。規模は焚日部

から煙道部までの長さ145.Ocm、 両袖間の最大幅140.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘上で構築されている。

遺物は土師器 。甕。須恵器・杯が出土している。 1～ 4は土師器。 3・ 4の甕底部に木葉痕を残置している。 5～
8は須恵器。 5の底部にヘラ記号がみられる。これらは 8世紀後葉に比定される。
25)竪穴建物跡S141(第 95～ 97図 )

調査区の中央に位置する。規模は南北軸長4.14m、 東西軸長4,34mを 測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-3° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は12.0～24.Ocmを 測
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第4節 古代の遺構と遺物
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1 にヽ い掲色土(7 SVR5/9)ロ ーム粒子・続土社をわずかに含む
2灰褐色土■7 5YR4/2)焼土社を多■に合む
3灰白色粘■(101R3/1)カ マド構築材

0        1m
l    I    I

第90図 竪穴建物S139カマ ド実測図

i 黒福色■(10YR2/2) ローム粒子 ロームフロックをわずかに含む
2黒福色主(10YR3/2) ローム粒子 ロームフロックを多く含む

第89図 堅穴建物S139実測図    0        2m
l    l    l

＼    ~4

第91図 竪六建物S139出土遺物 0               10cln
I        I        I

る。壁溝は南辺と西辺南側の一部掘削部が欠ける部分がみられる。規模は上面幅で12.0～ 24.Ocm、 深さ1.5～

12.5cmの横断面U字状を呈する。柱穴は主柱穴 4本と梯子穴の 5本が穿ってある。 Pl径27.5× 26.Ocmの 円形、深
さ39,Ocmo P 2径 23.5× 22.Ocmの 円形、深さ28.Ocmo P 3径 27.5× 26.5cmの円形、深さ23.5cmo P 4径 27.0×

26.Ocmの 円形、深さ26.5cm。 梯子穴P5は径28.5× 23.Ocmの楕円形、深さ28.5cmを測る。覆土は 2層 に分層でき、
レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は良好である。北壁面を54.Ocm

半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ156.Ocm、 両袖間の最大幅115.Ocm、

袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郭、高台付郷、甕。須恵器・杯、蓋。土製品である管状土錘 3点、土製円板、鉄製品である大型鋤

が出土している。 1～ 3が土師器。 1の内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 4～ 8は須恵器。 4の底部

60
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もヽ.___ィ

1 暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子をわすかに含む
2黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子 ロームブロックをわすかに合む
3暗褐色土(10YR3/3) ローム粒子 ロームブロックをわすかに含む
4暗掲色■(10YR3/3) ローム粒子をわすかに合む

第92図 竪穴建物S140実測図 0            2m
l     I     I

i 暗掲色■(10YRO/3) 日―ム粒子をわずかに含む
2 にふい褐色主(7 5VRS/4)ロ ーム粒子 焼土社をわずかに合む
3 にふい褐色主(7 5YRS/4)焼土粒を多二に ローム粒子をわずかに合む
4灰 自色粘土(iOYR8/1)方 マド構築材 0        1m

l    l    l

第93図 竪穴建物S140カ マド実測図

ノ

坤

第94図 竪六建物S140出土遺物
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1 暗掲色■(iOVR3/3) 回―ム粒子をわすかに含む

:屠彊色雲弼予骨:8 目二会社軍:目三会ラロし多を宅手余に魯‡

第95図 竪穴建物S141実測図 0            2m
l     I     I

1 灰資褐色■(10YR6/?)ロ ーム粒 焼土粒を少二含む
2 にぶい赤褐色虫5YR4/41焼 土粒を多とに、ローム粒子をわずかに合む
3灰白色お■(10YR3/つ  カマド構築材

第96図 竪穴建物S141カ マド実測図

にヘラ記号がみられる。9～ 11は管状土垂。9は長さ4.56cm、 幅1.24cm、 重量6.20g。 loは長さ3.38cm、 幅

1.24cm、 重量4.68g。 11は長さ3.23cm、 幅1.20cm、 重量4.04g。 12は土製円板である。碁石状を呈し、側面を研

磨している。長径3.25cm、 短径3.14cm、 厚さ1.54cm、 重量10.08g。 13は鋤鍬先の完存品である。柄部がU字状。
刃部は撥形を呈する。柄部、刃部内側に断面Y字状の切り込みがある。全長23.3cm、 刃部の厚さ0,04cm、 刃部幅
15,9cm、 刃部背厚さ0,87cm、 茎部幅2.65cm、 茎部厚さ0.94cm、 重量523,Og。 これらは 8世紀後葉に比定される。
26)竪穴建物跡S142(第 98～ 100図 )

調査区の西側に位置する。規模は南北軸長2.42m、 東西軸長3.20mを 測り、平面形は長方形。カマドは北壁に設置

され、主軸方位はN-2° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は14.0～ 24.Ocmを測る。
覆土は 2層に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好で
ある。北壁面を30.0～ 36.Ocm箱 形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ81.Ocm、 両

62
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第97図 堅穴建物S141出土遺物 0                   10cm
I        I        I

袖間の最大幅83.Ocm、 袖部構築材は灰自色粘土で構築されている。

遺物は土師器・邦、甕。須恵器・ lTh、 高台付rTh、 蓋、高年、甕、甑が出土している。 1～ 3は土師器。 1の IThは黒

色処理。底部にヘラ記号がみられる。 4～ 14は須恵器。 9～ 11は郷。ロクロ成形で、底部はいずれも手持ちヘラケ

ズリ。 9は 日径10.6cmを測るやや小型の必である。 11はヘラ記号がみられる。 12・ 13は甕の胴部破片で、外面は夕

タキにより器面調整を施している。これらは 9世紀前葉に比定される。

27)竪穴建物跡S143(第 101～103図 )

調査区の西側に位置し、建物西側は未調査区域に広がっている。検出された規模は南北軸長3.29m、 東西軸長

3.02mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置され、主軸方位はN-9° 一Wを示す。

床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は6.0～ 16.Ocmを 測る。壁溝は検出部で全周し、上面幅で

13.5～ 20.5cm、 深さ3.0～ 25.5cmの 横断面U字状を呈する。柱穴は梯子穴が1本穿ってある。径28.0× 23.Ocmの 円

形、深さ31,Ocmを 測る。覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置され

ており、遺存状況は比較的良好である◇北壁面を39.0～ 42.Ocm半 円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口

部から煙道部までの長さ90,Ocm、 両袖間の最大幅120.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。高台付邪、甕。須恵器・杯が出土している。 2の土師器・甕底部には木葉痕が残置している。これ

らは 8世紀後葉に比定される。

28)竪穴建物跡S144(第 104-106図 )

調査区の西側に位置する。規模は南北軸長2.46m、 東西軸長2,79mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ
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, 黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子 焼主粒をわすかに含む
2暗褐e■(,OYR9/3) 焼■粒子をわすかに含む
3灰自色粘土(10YR3/つ カマド構築材

0        1m
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第99図 堅穴建物S142カ マド実測図i 黒桐色■(iOYR3/2)
2暗 褐色■(10YR3/3)

第98図  堅穴建物S142実測図

第100図 竪穴建物S142出土遺物

ローム粒子 ロームフロックをわずかに含む
ローム粒子をわすかに合む

0           2m

咄難

1「 本＼〈
5

4 こ___ジ
'6

64

0                  1 0cm
I        I        I



第 2章 検出された遺構と遺物

―

＞
、 B5260

離言:鞘::無業部:!導:li麟 :ヨ宦難お鵡

」:吾編彙茶習g輩評撒/ゅ 屋王金を多i笹1告三家電字を3字かに含む
3灰 白色粘土(iO漁3/1)カ マ ド構築材

0        1m
l    I    I

第102図  竪六建物S143カ マ ド実測図
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第101図  竪穴建物S143実沢1図    0

第103図  竪穴建物S143出土遺物 0                  1 0Cm
I        I        I

れ、主軸方位はN-4° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は7.5～ 16.Ocmを測る。覆土

は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況はやや不良で

ある。北壁面を36.0～ 37.Ocm三 角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚日部から煙道部までの長さ44.Ocm、

両袖間の最大幅85.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・高台付郷が出土している。 との底部には墨書されている。いずれも内面はヘラミガキの後に黒色処

理を施している。これらは 9世紀前葉に比定される。

29)竪穴建物跡S145(第 107～ 109図 )

調査区の西側に位置する。規模は南北軸長3.33m、 東西軸長3,79mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-0° を示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は23.5～ 31.Ocmを測る。柱穴は

南壁際に梯子穴 1本穿ってある。径30.0× 27.Ocmの 円形、深さ20.Ocmを測る。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆

積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を40.0～47.Ocm半円

形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ88.0,Ocm、 両袖間の最大幅103.Ocm、 袖郡
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4灰 白色お■(10源 8/1)カマド構築材

0        1m
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第105図 竪六建物S144カマド実測図と:鷺福魯圭il解 :チ】 目三会建争争召ど会,言9クをわすかに含む

第104図 堅穴建物S144実測図   0        2m
1    1    1

第 106図
0                   10cm
l         l         l

構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・ lTh、 皿、甕。須恵器 。郷、甕。鉄製品である鉄鏃が出土している。 1～ 18は土師器。 6。 11・ 12
は墨書されている。 9。 10は皿。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 19・ 20は須恵器。20は甕の胴部

破片で、外面はタタキにより器面調整を施している。21は鉄鏃である。茎が欠損する。銹化が著しく形状が明瞭で

はない。現存長8.45cm、 鏃身3.05cm、 鏃幅2.98cm、 重量21.38g◇ これらは 9世紀中葉に比定される。
30)竪穴建物跡S146(第 110～ H2図 )

調査区の西側に位置する。規模は南北軸長3.19m、 東西軸長3,95mを測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置さ

れており、主軸方位はN-6° 一Eを示す。床面はほぼ平坦で、明瞭な貼床構築がみられないが、床硬化面はカマド
前面から住居の中央部がとくに顕著であった。壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は3.5～ 10.5cmを測る。柱穴
は入口施設と思われる南辺際に浅い土坑が掘削されている。径92.0× 59,Ocmの 楕円形、深さ5.2cmを測る。覆土は

黒褐色上の単一層。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況は不良である。北壁面を14.Ocm半円形に掘り込んで煙道
部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ98.Ocm、 両袖間の最大幅102.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で

構築されている。

遺物は須恵器 。イ、甕が出土している。 2は甕の胴部破片で、外面はタタキにより器面調整を施している。これら

66
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第107図  竪穴建物S145実測図

ローム粒子 ロームプロックをわずかに合む
ローム粒子 ロームプロックをわすかに合む

0             2m
I     I     I

1 黒褐色■(10YR3/21  ローム粒子 焼土粒をわずかに含む
2灰責褐色■(10VR4/21 ローム拉 焼土粒を少二含む
0黒福色土(1∝亀γ21  ローム粒子 焼工粒をわずかに合む
4灰 白色粘土(lt148/1)カ マド構築材

0        1m
I    I    I

第108図  竪穴建物S145カマド実測図
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第109図 竪穴建物S145出土遺物
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0        1m
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第 111図 竪穴建物S146カマ ド実測図
第110図  堅穴建物S146実測図 0            2m

I     I     I

は 9世紀代と推定される。

31)竪穴建物跡S147(第 113・ 114・ 116図 )

調査区の西側に位置する。建物南東側で建物

跡S148と重複している。規模は南北軸長3.02m、

東西軸長4.19mを 測 り、平面形は長方形。カマ

ドは北壁に設置され、主軸方位はN-4° ―E
を示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上

がり、壁高は21.5～ 24.Ocmを測る。柱穴は梯子

穴と思われる南辺際に1本穿ってある。径30.0×

30.Ocmの 円形、深さ17.8cmを測る。覆土は 3層

に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積であ

第112図  竪穴建物S146出土遺物   0        10cm
l    l   「

る。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好である。北壁面を17.0～ 19.Ocm三 角形に掘り込んで煙道部

としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ90.Ocm、 両袖間の最大幅90.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築

されている。

遺物は土師器・年、甕。須恵器・杯、高台付郷。鉄製品 。刀子。石製品・砥石、磨石が出土している◇ 1～ 3は土
師器。 1の必は婉形を呈する。 3の甕底部に木葉痕が残置する。 7は刀子。 8～ 10は砥石。7は刀子。刃先のみ残存
する。刃長4.75cm、 刃幅1.19cm、 背厚さ0.35cm、 重量 5。 16g。 8～ 10は砂岩製の砥石。 8は破片。現存長7.87cm、

幅3.28cm、 厚さ0.89cm、 重量38.Og。 表面に磨面が確認できる。9も破片。側面に磨面が確認できる。現存長

6.37cm、 幅 1.53cm、 厚さ0,93cm、 重量9.5g。 loは表面に磨面をもち、長さ7.07cm、 幅 5。 87cm、 厚さ2.31cm、

重量109,Og。 11は疑灰岩製の磨石。棒状を呈し全面に磨面が確認できる。長さ17.07cm、 幅2.73cm、 厚さ3.74cm、

重量179.Og。 これらは 9世紀前葉に比定される。

32)竪穴建物跡S148 (第 113・ 115・ 117図 )

調査区の西側に位置、建物北西側で建物跡S147と重複している。規模は南北軸長2,90m、 東西軸長3.27mを測り、

平面形は方形。カマドは北壁に設置され、主軸方位はN-8° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上が
り、壁高は18.5～ 28.5cmを 測る。柱穴は南壁際に梯子穴 1本穿ってある。径21.5× 18.5cmの 円形、深さ32.Ocm測

る。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比
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1 黒褐色工(10NR9/1) ローム粒子をわずかに含む
2黒褐色■(101R2/2) ローム粒子 ロームフロックをわずかに合む

第113図 竪穴建物S147・ 48実測図

を:そ類虎病SttS評儲/。展三金密姦i僣1告全蜜琶字を禽字ヵHこ含む
3灰白色粘土(10YR3/け カマド構築II

第114図 竪穴建物S147カマド実測図
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1 にぷい赤褐色主(5YR4774)焼 ■粒を多二に 日―ム粒子をわずかに含む
2黒褐色■liOYR3/2) ローム粒子 焼土粒をわずかに含む
3灰白色粘虫 ,OYR3/1)カ マド構築材

0        1m
l    l    l

第115図 竪穴建物S148カ マド実測図
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1 累褐色主(iOYR3/●  回―ム泣子をわずかに含む
2黒福色主(10YR2/2) ローム粒子、焼■れをわすかに合む
3灰褐色土(76漁 4/2) 焼土粒を多二に含む
4灰自色お土(10YRVl)カ マド構築イ

1 褐色土(iOVR3/8)
2黒褐色土(10YR3/2)
3皓掲色主(iOWR3/a)
4暗掲色■(iOYR3/3)

118図 堅穴建物S149実測図

ローム粒子をわすかに含む
ローム粒子  ロームプロックをわすかに含む
ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む
ローム粒子をわすかに含む

0            2m
1     1     1

|   |   |

第119図 堅穴建物S149カ マ ド実測図
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第120図  竪穴建物S149出土遺物 0                   10cm
I        I        I

較的良好である◇北壁面を55,Ocm三 角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ

108.Ocm、 両袖間の最大幅123.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘上で構築されている。

遺物は土師器・甕。須恵器・郭、盤、鉄製品・鉄津が出土している。 1～ 3は土師器・甕。 3の底部に木葉痕を残

置している。 4・ 5は須恵器。 6は鉄滓。 7は砥石。6はスラグ。重量21.22gを測る。7は砂岩製の砥石。両面の磨

面は砥ぎ減りして凹面となり擦痕が残る。長さ10.06cm、 幅8.07cm、 厚さ2.45cm、 重量219.Og。 これらは 8世紀

後葉に比定される。

33)竪穴建物跡S149(第 ■ 8～ 120図 )
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1 黒福色■(iOIR2/8) 日―ム粒子をわすかに含む
つ 黒褐色土(iOIR3/0) ローム粒子 ロームブロックをわずかに合む

第121図 竪六建物S150実測図    0        2m
l    I    I

0         1m
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第122図  竪穴建物S150カ マ ド実測図
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(り/ ローム粒子をわずかに含む, 黒褐色土(iOYR2/2)
2黒 裾色主(10YRe/2)
9灰 白色粘■(10YR3/1)

ローム粒子 焼土粒をわずかに含む
カマド構築材

0        1m
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第125図  竪穴建物S151カ マ ド実測図

i 黒褐色■(iOYR3/1) ローム粒子をわずかに含む
2黒褐0■(iOVR3/2) ローム粒子 ロームプロックをわすかに合む

第124図  堅六建物S151・ 55実測図

i 黒褐色■(10YR3/2) ローム粒子をわずかに合む
2黒掲色土(10VR2/2) ロームl■子をわすかに合む

0            2m
l     l     l

調査区の西側に位置する。規模は南北軸長3.55m、 東西軸長3.22mを測り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-10° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は31.0～ 36.5cmを測

る。壁溝は北辺西側に一部掘削部が欠ける部分がみられる。上面幅で16.0～ 24.Ocm、 深さ1.0～ 14.5cmの横断面U

字状を呈する。覆土は 4層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺存状況

は比較的良好である。北壁面を60.0～ 61,Ocm三角形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道部まで

の長さ122.Ocm、 両袖間の最大幅100.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器 。イ、高台付lTh、 甕。須恵器・甕。石製品・砥石が出土している。 1～ 8は土師器。 1・ 5に墨書さ

れている。 9は須恵器 。甕の胴部破片で、外面は夕タキにより器面調整を施している。10は砥石である。千枚岩製

の砥石。上端部を欠損。表裏、側面の四面に磨面が認められる。表面、左側面は砥ざ減している。長さ11,10cm、 幅

7.01cm、 厚さ2.29cm、 重量248.Og。 これらは 9世紀後葉に比定される。

34)竪穴建物跡S150(第 121～ 123図 )

調査区の西側に位置する。規模は南北軸長3.12m、 東西軸長3.26mを預1り、平面形は方形。カマ ドは北壁に設置さ

れ、主軸方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高は23.0～ 31.5cmを測る。壁溝

は西辺中央に一部掘削部が欠ける部分がみられるが、ほぼ全周し、上面幅で12.0～ 23.Ocm、 深さ2.0～ 10.Ocmの横

断面U字状を呈する。覆土は 2層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは北壁辺に設置され、遺

存状況は比較的良好である。北壁面を62.0～ 63.Ocm半円形に掘り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道

部までの長さ124.Ocm、 両袖間の最大幅81.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・甕が出土している◇ 1～ 8は土師器・甕である。 7・ 8の底部に木葉痕が残置する。これらは 9世

紀前葉に比定される。

35)竪穴建物跡S151(第 124～ 126図 )

調査区の南西側に位置し、西側で建物S155と重複している。南北軸長3.83m、 東西軸長2.77mを 測 り、平面形は長

方形。カマ ドは北壁に設置され、主軸方位はN-5° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面は外傾して立ち上がり、壁高

は19,0～ 23.Ocmを測る。壁溝は北辺西側、西辺北側、東辺中央の掘削部が欠ける部分がみられる。上面幅で13.0～
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第 126図 竪穴建物S151出土遺物
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i 黒褐色土(iOYR3/け  ローム粒子をわすかに含む
2黒褐色土(,OYR3/2) ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む
3黒褐こ土(10VR2/3) ローム粒子 ロームフロックをわすかに含む
4暗褐色主(iOYRЭ/9) ローム粒子をわずかに合む

c5270

第128図 堅穴建物S152実測図

カマドA

, 黒褐色土(lωR2/2)
?黒褐色土(10YR3/2)
0灰責褐色土(iOYR5/?)
4灰白色粘上(iOY肥力 )

第129図 竪穴建物S152カ マ
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0            2m
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カマドB

ローム粒子をわすかに合む

「l―ム粒子 焼土社をわずかに合む
焼土社を多二に 回―ム粒子をわすかに含む
カマド構築材

ドA・ B実測図

: 黒掲色■(iOYR2/2) ローム粒子をわずかに含む
2黒掲色■(10YR3/2) ローム粒子 燒土社をわすかに含む
3 にぶい褐色上(′ 5漁シ4)焼土種を多二に ローム粒子をわずかに合む
4灰 白色粘■(10VR3/1)カ マド構築″

0        1m
l    I    I

25,Ocm、 深さ1.5～ 10.Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

カマ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は比較的良好である。北壁面を24.0～ 29.Ocm半円形に掘り込んで煙道

部としている◇規模は焚口部から煙道部までの長さ89.Ocm、 両袖間の最大幅83.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構

築されている。

遺物は土師器・郭、皿、甕、甑。須恵器・ ITN。 土製支脚が出土している。 1～ 15は土師器。 2の皿は外面体部に

墨書されている。 12～ 15は甑である。 17は土製支脚。 17の 土製支脚は上端を欠損。円柱状を呈する。現存長

8.36cm、 径4.16cm、 重量119.Og。 これらは 9世紀後葉に比定される。

36)竪穴建物跡S152 (第 128～ 130図 )
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第130図  竪穴建物S152出土遺物 0                  10cm
I        I        I

調査区の南西側に位置する。規模は南北軸長3.50m、 東西軸長3.67mを測り、平面形は方形。カマドは北壁と西壁

に設置されており、北軸を主軸とすると方位はN-5° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上が
り、壁高は31.0～43.Ocmを 測る。壁溝は南辺の一部に掘削部が欠ける部分がみられる。上面幅で16.0～ 32.Ocm、 深

さ8,0～ 15,Ocmの横断面U字状を呈する。覆土は 4層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。カマドは西
壁と北壁の2ヶ所ある◇西カマド(カマ ド1)は古期設置で、遺存状況はやや不良である。西壁面を70.0～ 82.Ocm半 円

形に掘 り込んで煙道部としている。規模は焚口部から煙道郡までの長さ130.Ocm、 検出された両袖間の最大幅

125.Ocm。 北カマ ド(カマ ド2)は新期設置で、遺存状況は良好である。北壁面を53.Ocm半 円形に掘り込んで煙道郡

としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ104.Ocm、 両袖間の最大幅117.Ocm。 袖部構築材は灰白色粘上で

構築されている。

遺物は土師器・不、甕。須恵器・ lTh、 甕。土製支脚。鉄製品・刀子。石製品・砥石、磨石が出土している。 1～ 7
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∞
ｐ
Ⅳ
Ｎ
Ｏ

, 褐色土(iOYR4/4)
2黒務色土(iOYR2/2)
3黒揚色土(iOYR3/1)
4黒掲色土(iOYR3/2)

第131図  竪穴建物S153実測図

ローム粒子をわすかに含む
ローム粒子  III―ムフロックをわすかに含む
ローム粒子 ロームプロックをわすかに含む
ローム粒子をわずかに含む

0            2m
I     I     I

1 黒褐色土(10YR3/1) コーム粒子をわずかに合む
2黒褐色■(iOYR2/21  ローム粒子 擁土粒をわすかに含む
3灰褐色■(7 5VR4/2) 焼土粒を多量に含む
4灰 自色箔土(10YR3/1)カ マに構築材

0        1m
I    I    I

第132図 堅穴建物S153カマド実測図
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第133図  駆穴建物S153出土遺物
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第134図  竪穴建物S154実測図 0            2m
1     1     1

1 黒掲色■(10WFt3/1) ローム粒子 ロームブロックをわすかに含む
2黒褐色虫 10N R?/31  ローム粒子 ロームプロックをわすかに含む
3黒褐色■lillVR9/2) ローム粒子 ロームプロックをわずかに含む

0        1m
I      I      I

第135図 竪穴建物S154カマド実測図

ウ

第136図  竪穴建物S154出土遺物
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1 黒褐色土(10VR3/2) ローム粒子 焼土粒をわすかに含む
2 にふい福色■(7 SIRS/4)焼土粒を多二に合む
3灰自色粘■(10YR3/1)カ マド構築材
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耕介土
ローム粒子をわすかに合む
ローム粒子をわすかに含む
ローム粒子をわすかに含む
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第137図 堅穴建物S156・ 58実測図 o            2m
l     I     I

0                  10cm
l         I         I

第138図 竪六建物S158出土遺物

は土師器。 1・ 2の不の内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 6～ 8は甕底部に木葉痕が残置している。

9～ 11は甕で、外面は夕タキにより器面調整を施している。2は土製支脚の破片。小片のため粘土塊状を呈する。長

さ3.10cm、 幅4.34cm、 厚さ3.44cm、 重量29,Og◇ 13は刀子。刃先、茎部を欠損。銹化がすすむ。現存長6.49cm、

刃幅1,01cm、 背厚さ0.48cm、 重量9.24g◇ 14は千枚岩製の砥石。表裏、側面に磨面が認められる。表面は砥ぎ減り

し、凹面となる擦痕が残る。長さ9。 30cm、 幅6.41cm、 厚さ1.13cm、 重量91,Og。 15は砂岩製の磨石破片。長さ

5.57cm、 幅4.59cm、 厚さ2.10cm、 重量59.Og。 これらは 9世紀前葉に比定される。

37)竪穴建物跡S153(第 131～ 133図 )

調査区の南西側に位置する。規模は南北軸長4.07m、 東西軸長3.59mを 測り、平面形は長方形。カマドは北壁に設

置され、主軸方位はN-1° 一Eを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は47.0～ 56.5cm

を測る。壁溝は北東辺に掘削部が欠ける。上面幅で 15,0～ 30.Ocm、 深さ1.5～ 11.Ocmの 横断面U字状を呈する。柱

穴は梯子穴と思われる南辺際に重複して 2本穿ってある。北側 Pとは径30,0× 29.Ocmの 円形、深さ39.Ocm◇ 南側 P

2は径24.0× 23.Ocmの 円形、深さ26.5cmを 測る。覆土は 4層に分層でき、 レンズ状堆積を示す自然堆積である。カ

マ ドは北壁辺に設置されており、遺存状況は良好である。北壁面を54.0～ 56.Ocm三角形に掘り込んで煙道部として

いる。規模は焚口部から煙道部までの長さ145.Ocm、 両袖間の最大幅145.Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築さ

れている。

遺物は土師器・イ、甕。須恵器・郭、蓋、甕。鉄製品・刀子、鉄鏃、鉄滓が出土している。 1～ 4は土師器。 4の

甕底部に木棄痕が残置する。 5～ 13は須恵器。 11・ 12は蓋。13は甕の胴部破片で、平行夕タキにより格子目状を呈

する。 14は刀子。銹化がすすみ、破片となっている。推定長さ17.9cm、 刃幅0.87cm、 背厚さ0.38cm、 重量14.92

g。 15は鉄鏃の茎。断面四角形。長さ2.64cm、 幅0.72cm、 重量23.52g。 16。 17はスラグ、 16は重量69,Og。 17

は重量42.78g。 これらは 9世紀前葉に比定される。

38)竪穴建物跡S154(第 134～ 136図 )

調査区の南西側に位置する。規模は南北軸長3.93m、 東西軸長3.63mを 測り、平面形は方形。カマドは北壁に設置

され、主軸方位はN― O° を示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は40.0～ 51.5cmを測る。

壁溝は北東側に掘削部が欠ける部分がみられる。上面幅で10.0～ 20.5cm、 深さ1,0～9,Ocmの横断面U字状を呈する。

覆土は 3層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積であるカマドは北壁辺に設置され、遺存状況は比較的良好であ

1 黒褐色■(iOttν け  ローム粒子をわすかに含む
2黒褐色土(10YP3/21  ローム粒子をわすかに合む
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の中呻蝉噌蝋軸」峠螂爛』」期醐螂靭期』」螂醐靭螂鶴蛸蝉①、

1 掲色■(7 5YR4/0)  焼土地を多二に ローム粒子をわずかに含む
2灰費褐色

=(10YR4/2)ロ
ーム粒を少二含む

3灰白e粘■(iOYR3/1)カ マド構築材

0        1m
i    l    l

第140図  堅六建物S159カマド実測図
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耕作土
ローム粒子をわずかに合む
ロームII子  日―ムフロックを多Дに含む
ローム粒子 ロームプロックをわすかに合む
ローム粒子をわずかに含む

ローム粒子を多とに含む
ローム粒子 ロームノロックをわすかに含む

第139図  竪穴建物S159・ 60実測図 0            2m
l     1     1

0                 10cm
l      「       I

第141図 竪穴建物S159出土遺物

0                  10cm
l        l        l

第142図 堅穴建物S160出土遺物

る。北壁面を71.0～ 76.Ocm三角形に掘 り込んで煙道部 としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ168.Ocm、

両袖間の最大幅105,Ocm、 袖部構築材は灰白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・郷、高台付邦、甕。須恵器・郭、甕。鉄製品・鉄鏃が出土している。 1～ 13は土師器である。 1
～ 4は杯。 1・ 2は内面がヘラミガキの後に黒色処理。 5・ 6は高台付郭。高台は貼付け、内面はヘラミガキの後に
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0                  10cm
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第144図  竪六建物S161出土遺物

第 143図  竪六建物S161実測図

枡作■
ローム粒子  ロームフロックをわすかに合む
ローム粒子  ロームフロックを多量に含む
ローム粒子  ロームフロックをわすかに含む

2m

黒色処理。 7～ 13は甕。 7～ 9は内湾気味の体部から口縁部は強く外反し、口縁端部は摘み上げられている。 10。

11の底部は木葉痕を残置している。14。 15は須恵器。15は平行夕タキ。16は鉄鏃の破片。鏃部と茎部の一部を残存。

長さ3.32cm、 鏃身長2.20cm、 鏃身幅2.98cm、 重量7.36gを 測る。これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

39)竪穴建物跡S155 (第 124・ 127図 )

調査区の南西側に位置し、東側半分は建物S151に切られている。検出される規模は南北辺長3.12m、 東西辺長

1.56mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。主軸方位はN-0° を示す。床面はほぼ平坦で、壁面は外

傾して立ち上がり、壁高は19.5～ 21.5cmを測る。覆土は 2層に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・甕の破片が出土している◇時期は明瞭ではない。

40)竪穴建物跡S156(第 137図 )

調査区の南西側に位置し、建物の大半が未調査区域に広がっており、僅かに確認できる南北辺長0.24m、 東西辺長

1.83mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマドが北壁に設置されたものとすると主軸方位はN―

6° 一Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は9.0～ 15.Ocmを測る。覆土は 3層 に

分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。遺物の出土はなく、時期は明瞭ではない。

41)竪穴建物跡S158(第 137図 )

調査区の東側に位置し、建物の大半が未調査区域に広がつており、僅かに確認できる南北辺長 2.40m、 東西辺長

0.23mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される◇カマドが北壁に設置されたものとすると主軸方位はN一

9° 一Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は8.0～ 10.5cmを 測る。覆土は 2層に

分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。遺物の出土はなく、時期は明瞭ではない。。

42)竪穴建物跡S159(第 139～ 141図 )

調査区の東側に位置し、建物東側は未調査区域に広がり、南辺で堅穴建物跡S160を 切って構築している。規模は

南北軸長2.72m、 検出された東西軸長2.26mを 測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置

されており、主軸方位はN-5° ―Wを示す。床面はほぼ平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は20.0～

29.Ocmを 測る。カマドは北壁辺に設置されており、遺存状況は不良である。北壁面を45.Ocm半円形に掘り込んで煙

道部としている。規模は焚口部から煙道部までの長さ74 0cm、 検出された両袖間の最大幅73.Ocm、 袖部構築材は灰

白色粘土で構築されている。

遺物は土師器・不、高台付郷、皿。須恵器・杯が出上している。 1～ 4は土師器である。 1は年の体部に墨書が習

書されている。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 2・ 3は高台付郷。内面ヘラミガキの後に黒色処理を施している。

4は皿。内面はヘラミガキの後に黒色処理を施している。 5は須恵器・郷◇底部にヘラ記号がみられる。

これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

1掲灰色主(iOYR4/1)
i 黒掲色主(iOYR3/1)
2黒褐色主(iOV寂 0/?)
3黒掲色主(iOVR2/2)

0
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43)竪穴建物跡S160 (第 139。 141図 )

調査区の東側に位置し、大半が堅穴建物跡S159に よって切られ、東側は未調査区域に延びている。検出された規

模は南北軸長0.23m、 東西軸長1.18mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される。カマ ドは北壁に設置されて

いるものとすると主軸方位はN-9° 一Eを示す。床面はほぼ平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は
23.5～ 27.Ocmを測る。覆土は 2層 に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・高台付杯、甕が出土している。 とは日縁部。内面はヘラミガキの後に黒色処理。 2は甕の下半部の
破片。体部ヘラナデが施されている。これら出土遺物は 9世紀前葉に比定される。

44)竪穴建4/JttS161 (第 143・ 144図 )

調査区の北側に位置し、建物の大半が未調査区域に広がっており、僅かに確認できる南北辺長0.32m、 東西辺長

2.12mを測り、平面形は方形を呈するものと推定される◇カマ ドは北壁に設置されているものとすると主軸方位は

N-14° 一Wを示す。床面は平坦で、壁面はほぼ垂直気味に立ち上がり、壁高は27.5～ 30.Ocmを 測る。覆土は 3層

に分層でき、レンズ状堆積を示す自然堆積である。

遺物は土師器・甕。須恵器・甕の破片が出土している。これら出土遺物は 9世紀代と推定される。

第 2項 土坑
明確に古代の土坑として、覆土中から遺物が出土したものは 2基のみである。

1)土坑SK128(第 145。 146図 )
調査区の北東側に位置し、平面形は長径 1.1lm、 短径1.00mの長方形。西側に半円形の掘形がみられる。最大深度

45.Ocmを測り、壁面は外傾して立ち上がる。底面はやや丸く、覆土は黒褐色上の単一層で少量のローム粒・ローム

ブロックを含み、締りがなく、粘性に欠ける。自然堆積層である。遺物として土師器・甕の日縁郡破片が出土してい

る。口縁部が強く外反し、口縁端部は摘み上げられる。 9世紀代と推定される。
2)土坑SK135(第 145。 146図 )
調査区の北東側に位置し、平面形は長径 0。 76m、 短径0,73mの 円形。最大深度42.8cmを測り、壁面は垂直気味に立

ち上がる◇底面は平坦で、覆土は黒褐色土の単一層で少量のローム粒・ロームブロックを含み、締りがなく、粘性に

欠ける。自然堆積層である。遺物として土師器・会の口縁部破片が出土している。日縁部が強く外反する。 9世紀代
と推定される。

第 5節 中世以降の遺構
中世以降の遺構として、掘立柱建物跡 7棟、溝状遺構 5条、土坑48基、柱穴277基が検出された。

第 1項 掘立柱建物跡
1)掘立柱建物跡SB01(第 149図 )

◎イ
SK135

A一

第 145図  土坑SK128。 135実測図
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第 2章 検出された遺構と遺物

調査区南西側に位置する。遺構は南北方向の柱穴列のみ検出され、調査区外に展開するようである。検出された規

模は 4間で、平面形態が不明な側柱建物である。軸方位は南北柱列でN-13° 一Wを示す。概して 1間は1.6m前後

の間隔をもつが、最大 1,80m、 最小1.40mの 間隔である。柱穴の規模は径38～ 56cm、 深さ41.5～ 57.5cmの 規模を

もち、平面形は円形もしくは楕円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は

出土していないが、覆土の状況から中世以降の所産と推定される。

2)掘立柱建物跡SB02(第 149図 )

調査区北端に位置する。規模は 2間×2間で、北列中央柱が欠損している。平面形態が東西方向に長い長方形を呈

する側柱建物である。軸方位は東側柱列でN-11° 一Wを示す。概して 1間は1.8m前後の間隔をもつが、最大

2.64m、 最小1.50mの 間隔である。柱穴の規模は径29～ 56cm、 深さ16.8～ 38.5cmの 規模をもち、平面形は円形も

しくは楕円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆

土の状況から中世以降の所産と推定される。

3)掘立柱建物跡SB03(第 149図 )

調査区北西側に位置する。規模は 1間× 1間で、平面形態がほぼ正方形を呈する側柱建物である。軸方位は東側柱

列でN-14° 一Wを示す。概して 1間の最大2.50m、 最小2.30mの間隔である。柱穴の規模は径48～ 56cm、 深さ

24.5～ 42.5cmの規模をもち、平面形は円形もしくは楕円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確

認できなかった。遺物は出上していないが、覆土の状況から中世以降の所産と推定される。

4)掘立柱建物跡SB04(第 150図 )

調査区北西側に位置する。規模は 1間× 1間で、平面形態が東西方向に長い長方形を呈する側柱建物である。軸方

位は東側柱列でN-9° 一Wを示す。概して 1間の最大4.20m、 最小1.91mの間隔である。柱穴の規模は径24～

31cm、 深さ10,8～ 26.Ocmの 規模をもち、平面形は円形もしくは精円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによ

る硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以降の所産と推定される。

5)掘立柱建物跡SB05(第 150図 )

調査区北西側に位置する。規模は 1間×2間で、平面形態が南北方向に長い長方形を呈する側柱建物である。軸方

位は東側柱列でN-5° 一Eを示す。概して 1間の最大2,76m、 最小1.93mの間隔である◇柱穴の規模は径32～

47cm、 深さ20.0～ 36.Ocmの 規模をもち、平面形は円形もしくは楕円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによ

る硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆土の状況から中世以降の所産と推定される。

6)掘立柱建物跡SB06(第 150図 )

調査区西側に位置する。規模は 1間× 1間で、平面形態が東西方向に長い長方形を呈する側柱建物である。軸方位

は東側柱列でN-0° を示す。概して 1間の最大2.64m、 最小1.50mの間隔である。柱穴の規模は径24～ 31cm、 深

さ10.8～ 26.Ocmの 規模をもち、平面形は円形もしくは楕円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は

確認できなかった。遺物は出土していないが、覆上の状況から中世以降の所産と推定される。

7)掘立柱建物跡SB07(第 149図 )

調査区南側に位置する。遺構は南北方向の柱穴列のみ検出され、調査区外に展開するようである。検出された規模

は 3間で、平面形態が不明な側柱建物である。軸方位は東側柱列でN-88° 一Eを示す◇概して 1間の最大4,42m、

最小1.45mの 間隔である。柱穴の規模は径24～ 31cm、 深さ10.8～ 26.Ocmの 規模をもち、平面形は円形もしくは精

円形を呈する。各柱穴の底部で、柱当たりによる硬化面は確認できなかった。遺物は出土していないが、覆上の状況

から中世以降の所産と推定される。

第 2項 溝状遺構
1)溝状遺構SD02(第 148図 )

調査区南西隅の排水溝予定地であるトレンチ区で検出された。 トレンチ幅であるため全容は不明◇ほぼ直線的な東

西溝で、軸はN-78° 一Eに とり、検出された長さ2.10m、 幅1,05～ 1.20m、 深さ45.5～ 50.Ocmを測る。壁面は外

傾して立ち上がり、横断面形はU状を呈する。区画溝と推定される。遺構の年代については、出土遺物もなく、不明

な点が多いが、覆土の状態から中世以降で扱うべきと判断した。



第 5節  中世以降の遺構

0  高

9湧

♂
瀧

=o
°

も

量

⑨霊Ｐい
。
ｅ　。゙
。
　
０
．
　

ｏ
　
　
め
［

Φ
［
一
Ｘ
∽

。
　
　
∞

　

。

Ｏ
　
ｏ

∞
　
　
。

寸
∞
一
Ｘ
∽

◎

（い。◎・。　　為一つり。。

塩

注ヾ
。　
　
い　
。ｏ
ｏ

ω
［
一
Ｘ
∽∪^）　　　　・∞ＰＸ∽

Ｓ

ｏ
Ｏ
∩
∽

Φ
ヾ
一
Ｘ
∽

◎

Oo時

θ

e  
θ

ヽ

」汁弾
Φ〕．Ｌ
　
ｏ

∞
甘
一
Ｘ
∽
　
　
　
　
　
。

◎

　
　
　
　
ｏ
　
ｏ

日畠
ω
寸
，
Ｘ
の

つ

め
ヾ
一
Ｘ
∽
◎

∞
ｏ
ｍ
∽

一
寸
”
堂
∽

檄畠
』
対
一
Ｖ
∽

第147図  中世以降遺構配置図 (1)

84

20m



第 2章 検出された遺構と遺物

，
Ｘ
∽

半
弾
［
セ
∝

Ｓ
一
製

の
み

〇
〇
堂
∽

◎

［
Φ
堂
∽

一＠
　
　
　
一
ｏ
Ｘ
∽

◎

〇
〇
Ｘ
∽

◎

Φ
∞
堂
∽
◎◎ 翌

〇
∞
セ
Ｌ

⇔
［
セ
Ｌ

ド∞茫∽

ｏ諸
◎

Ｎ
甘
Ｘ
の

０〇
寸
Ｖ
∽

〇
∞
堂
鮪
爬
げ

寸
〇
∩
∽誘馬翌

《
の
味
「
堂
∽

〇
』
Ｘ
∽
つ
。

0翌

第148図  中世以降遺構配置図 (2)



第 5節 中世以降の遺構

①
Pl

貶~~――-9■
∝ _①ポP3

P4             P5

Agttζ

を急§§魯§§§§§§gttζ憲§§息§息§§§§§ξttζ§§§§§§§§憲g§§§§§§§§§§彗憲憲彗gA!B。 1

|

∩

B527路4

第149号  掘立柱建物跡SB01・ 02・ 03実測図

86

0       印

l                           ω

0

|

0



第 2章  検出された遺構と遺物

2)溝状遺構SD03(第 147。 148図 )

調査区の斜め中央を縦断するように掘削されており、ほぼ直線的に南北に走る溝で、北側および南側は未調査区域

に延びるため全貌を明らかにではない。軸はN-8° 一Eに とり、検出された長さ122.47m、 幅0.88～ 1,94m、 深

さ33.5～ 83,Ocmを 測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形は箱形を呈し、底面はほぼ平坦である。北端がやや

低く、南側端が高くその比高差はわずか14.5cmである。区画を目的とした溝と思われる。遺構の年代については、

出土遺物もなく、不明な点が多いが、覆土の状態から中世以降で扱うべきと判断した。

3)溝状遺構SD04(第 148図 )

調査区南側、斜め中央を縦断する溝SD03の 西側に隣接して掘削されており、ほぼ直線的に南北に走る溝である◇

南側が未調査区域に延びている。軸はN-6° 一Wに とり、検出された長さ19.72m、 幅0.30～ 0.62m、 深さ4.5～

39.5cmを測る。壁面は外傾して立ち上がり、横断面形はU字状を呈する。北側が低く、南側が高くその比高差は

35,2cmで ある。区画溝SD03に 関連する溝であるが、性格は不明である。年代はSD03と 同様中世以降で扱うべきと

判断した。

4)溝状遺構SD05(第 148図 )

調査区南側、斜め中央を縦断する溝SD03の東側に隣接して掘削されており、ほぼ直線的に南北に走る溝である。

軸はN-8° 一Eに とり、検出された長さ6.85m、 幅0,36～ 0.73m、 深さ31～ 3.5cmを測る。壁面は外傾して立ち上

がり、横断面形はU字状を呈する。北側

が低く、南側が高くその比高差は5.5cm

である。区画溝SD03に 関連する溝であ

るが、性格は不明である。年代はSD03

と同様中世以降で扱うべきと判断した。

5)溝状遺構SD06(第 147図 )

調査区中央、斜め中央を縦断する区画

溝SD03の 西側に隣接して掘削されてお

り、ほぼ直線的に南北に走る溝である。

軸はN-7° 一Eに とり、検出された長

さ9,70m、 幅0.27～ 1.90m、 深さ11～

40.5cmを 測る。壁面は外傾して立ち上

がり、横断面形はU字状を呈する。北側

が高く、南側が低くその比高差は1.5cm

である。区画溝SD03に 関連する溝であ

るが、性格は不明である。年代はSD03

と同様中世以降で扱うべきと判断した。

第 3項 土坑 (第 147・ 148図 )

縄文時代および古代以外の土坑を一括

する。円形または楕円形基調のものと長

方形基調のものに大別できるが、いずれ

も遺物の出土はなく、覆土の状態から判

断して中世以降とした。また個々の記述

は割愛して一覧表としてまとめた。

第 4項 柱穴状遺構(ピ ット)
(第 147・ 148図 )

本調査区北側を中心にいわゆるピット

土坑一覧表

土坑番号 平画影
規

壁面 底面 付属施設 備 ■考
岳繹 (艶〕XI埼径 (轍 )荘 決さ0れ|

SKll 159× (042) 138 タトltR 平 坦 出 上 慣 物 友 し

もKlZ 方 形 131× (11 タト1唄 出止 遠 靱 な し

SK13 122 × タト1頃 辞 出土遠物 な し

SK14 円 形 57 × 450 榊一即
出土 領 物 な し

SK26 円形 220×  220 半 IH 出土遺 物な し

SK28 1]0×  08] タトt頁 鍋 底 ミし

もK36 楕 円形 117 × 110 ビット1 出土遺 物な し

SK37 097 × 081 タト1唄 平 坦 出 上

SK39a 楕 ト 070 × 052
SK39b 福 円形 × タト1唄 半 坦 出土還物 な し

SK40 112 × 260 外 1頃 釧 厘 ビット 1 出主還物
出上遺物

し

もK4Z 円形 076 × 068 ビット ] な し

SK44 橋 円 形 082×  080 ZZ] タトIta 鍋 底 出土遠 物な し

SK4こ 楕 円 形 出主 痘 期 な し

SK47 橋 円形 × 086 タトイtB 出土還 物な し

SK65 田
＾
平 坦 出主還物

出土遺物

ミし

もKbr 長方 形 260 し

SK60 099 × 092 外 傾 金同拒三 出土遠物

SK61 楕 円 形 14 × 085 出 土 領 物 な し

SK62 橋 円形 085× 078 半 坦 出土還物 な し

SK69 橋 円形 16 × 039 275 タト化頁 鍋 底
もKr]a 楕 円形 173 × 128 函 工 退 ty/」 な し

155× 070 タト1唄 鍋 底 ット 1 出土遺 物′ミt

SK7 外 値 出土 債 期 な し

SK73b 橋 円形 × 出土遺物な し

SK75a 075× 063 338 外 1頃 鋼 底 ット 1 ミし

SK rbb 楕 円形 053 × 035 うかトイ唄 出 主 還 物 な し

SK76 158× 071 タト1頁 鍋 底 ビット 1 出土還物 な |

SK78 i工逗 物 な し

SK85 円 形 078 × 073 タト 半 土還 物な し

SK96 円 ‖ 085× 055 タト1頃 鍋 底 出 十債 物 な し

SK 円 形 089 出主 這 物 な し

SK 桶 円形 218× 093 坤
一

出土還 物な し

SK 外 イ 出 土 債 物 な し

SK 円 形 073 × 064 ちかトイ切負 出止 遺物な し

SK × タトt買 平 lEH 出土遠惨な し

SK 円 形 100 092 Ч41H ビット 1 出 上 還 物 な し

SK 橋 円形 169× 110 260 タトイtB 半 坦 ピット 1 出土還 物な し

SK 外 傾 土 損 物 な し

もK 橋 円形 226 × 087 タト1唄 土遺 物な し

SK 095× 094 外 傾 金同拒三 出土遺 物な し

SK 円 形 079 074 引トナロ 出主 頂 物 な し

SK 円形 085× 085 タトイ唄 出上還 物な し

SK147 タト1頁 平 出 土 慣 物 な し

SK148 長 方 形 069 × 049 325 タトイ個 半 出土遺物な し

SK149 130× 092 タトイ頃 平 坦 出土遺 物な し

SK157 円 形 088× (025) 出 土 顔 物 な し

SK159 橋 円形 091 × (057 外 ltB 調 底 出土還物 な し
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第 2章 検出された遺構と遺物

と呼称される柱穴状遺構(以下ピットと呼ぶ)が検出された。調査されたピットの総数は277基で、形状からみるとい

ずれも円形もしくは楕円形を呈している。また規模についてみると全体的にかなり纏まりがみられ径45cmを最大径、

径20cmを最小径とし、また深さについても最大深度44.5cm、 最小深度19.5cmで ある。これらの平均値は径35.2cm、

深さ29.9cmとなり、その±5cm幅に収まるピットが全体の60%を占め、結果的に径30～ 40cm、 深さ25～ 35cmの

円形ピットが最も多いということになる。なお、 これらはいずれも問尺に合うものはなく、しかも覆土中より遺物の

出土はなかったため、その性格については明瞭ではない。少なくとも埋土は黒色土で覆われていたこと、円形もしく

は精円形でほぼ垂直気味に落ち込んでいたことから単独もしくは複数が組み合わさって何らかの機能をもった構造物

の存在が想定される。小屋や物置などの粗雑で貧弱な柱構造の建物あるいは棚状構造物、物干し杭などの柱あるいは

杭跡等が考えられるがいずれもこれといった決定的な痕跡を検証することができなかった。

(小川和博)
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第 3章  まとめ

第 3章 まとめ
1.は じめに
本調査対象となった上ノ宿遺跡は、久慈川の右岸、玉川に挟まれた標高55mの舌状台地平坦部に立地している。
ここは平成18年 5月第 1次調査として行われた本調査区北西側1,980ni(小ナ|1他2008)お よび平成15年 7月 に実施した

上宿上坪遺跡(小ナ|1他 2004)が南に隣接している。今回の調査面積は9,820∬であり、北側調査区と合わせると実に

20,000∬ を超える大規模調査を実施したことになる。ここから旧石器時代、縄文時代中・後期よび 8世紀から9世紀
における古代の拠点的な集落跡、さらに中世から近世以降現代までこの土地利用の時間幅は長い。あいにく旧石器時

代は安山岩製の剥片が 1点出土したのみで、生活面を確認できなかったが、縄文時代では中期中棄から後期初頭まで

の堅穴建物跡や土坑を検出できたことは周辺地域においてもかなり貴重な資料提供となったことは間違いない。また

奈良・平安時代における集落跡は圧巻である。とくに 8世紀から10世紀にかけて、竪穴建物跡43軒の検出は、いう
までもなくこの地が久慈川を巡る交通の要衝として一大拠点集落が形成されたことを意味している。さらに中世の村

落跡と推定される遺構の検出は、北側調査区で明らかにされた段切り遺構と伴に周辺の中世城跡との関連で今後大い

に注目されるであろう。ここでまとめとして調査の成果を概観したい。

2.縄 文時代
本調査区南東側の偏った区域に縄文時代中期中葉から後期初頭の堅穴建物跡と土坑が検出された。堅穴建物跡は 4

軒で、中期中棄・阿玉台式期、後葉・加曾利El式期、末棄・加曾利E4式期にわたる。いずれも掘り込みの浅さや
出土遺物の少なさから明確な時期判断を困難にしているが、周辺で検出された土坑からみてもこの時期判断に大きな

誤りはないであろう。いずれの堅穴建物跡も楕円形を基調としている。まず S112は 阿玉台Ⅱ式期とした。中央に
炉址が設置され、柱穴配列はやや不規則である。県内検出の当該期の建物跡の大半が炉を有しないのを一般的とする

が(鈴木1984)、 ここでは炉の設置故に特殊建物との判断はできない。少なくともこの時期いわゆる阿玉台土器の典型

が形成され、それに合致するように建物についても「阿玉台式住居文化の盛行・多様化期(茨城県教育財団縄文時代

研究班 1995)」 との認識も納得できよう。そして次期をS157に 当てた。半分以上が未調査区域に延びているため全容

を明らかにできないものの加曾利 El式期とした。やはり出土遺物の少なさから問題視される可能性が高い。この段
階では県内各地で明確な建物跡が確認されている。炉 。柱穴 。壁溝などの諸施設は整い、前段階とは比べよのない建

物構築が確立する。そのひとつの契機は阿玉台正式期からみられる有段堅穴建物の影響である。先に発掘した常陸大

宮市西塙遺跡の調査で有段堅穴建物の発祥圏をここ那珂川中流周辺に求めたことがあるが、その終焉を大木 8b式期
もしくは加曾利El式期とした場合、有段堅穴建物に替わる形式が必要となる。S157は こうした背景から存立した
ものと推定される。そして最後にS119の 中期末葉・加曾利 E4式期である。形状はやはり楕円形で、 4本柱が主柱
穴となる。周辺では中期後半の4本もしくは 5本柱主柱穴から中期末葉では4本柱が主体となっており、本例も例外
ではないことを傍証している。またこの時期入口部が突出する建物がみられるが、ここでは確認できなかった。一方

土坑は101基検出できた。いずれも円筒形を基調とし、わずかに横断面形が袋状を呈するものが 4基確認された。そ
のなかでSK121の 加曾利El式期をのぞき、SK103、 106、 139は加曾利E4式期から称名寺 1式期である。また
円筒形もしくは深度の浅いたらい形のうち、阿玉台式期が 4基(4%)、 加曾利El式期 7基(7%)、 力日曾利E2式期 2
基(2幼 となり、それ以外の土坑はいずれも加曾利 E3式期から称名寺 2式・綱取 1式期にかけて構築されるもので
ある。周辺では坪井上遺跡はじめ、高ノ倉遺跡(小川2005)、 諏訪台遺跡、梶巾遺跡など中期中棄から後葉の土坑群は

充実しているが、中期末葉から後期初頭の上坑群の検出は初見であろう。他地域とのこうした縄文時代中期から後期

の時間的空間的位置関係を把握する上で、本遺跡はひとつの貴重な事例となろう。

3.古 代
奈良・平安時代の遺構として堅穴建物跡が43軒検出された。これに北側調査区の65軒および第 1次調査区C/1ヽサ|1他

2008)の 5軒、さらに南端に隣接する上宿上坪遺跡(小チII他 2004)の 4軒を加えると実にH7軒 となる。この集落は少
なくとも北限が北側調査区北端において検出された中世の段切り遺構までであり、南限が上宿上坪遺跡の南端浅い谷

までである。こうした集落の南北両端は明らかになっているものの、問題は調査区東側よび西側の未調査区域にどの
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くらい広がるかである。とくに東から南東方向の久慈川に向かって台地が突出しており、より河川に近い区域に集落

が展開することは確実であろう。ここは畑地部分が少なく、フ大半が宅地化されており、将来的に集落規模を明らかに

できないが、今調査まで検出された数の倍近くは存立する可能性は高いであろう。

なお、当調査区に限れば奈良・平安時代でも 8世紀前半から10世紀前半である。とくに 9世紀代が中心となる。

これに対し北側調査区では 8世紀代が南調査区と比較すると比較的多い。集落開始時において北側にその拠点を設け、

時期ごとに北側から南側へと徐々に移動し、拡散していったことが推定される。なお、検出軒数の割りに重複建物が

極端に少ないのも大きな特徴で、わずかに 3例あるのみである。

ここでまず改めて検出された43軒の竪穴建物跡をならべてみると、時期差がみられながらカマドの位置を主軸方

位とすると真北から東西方向に10度以内であり、しかも 5度以内が30軒と圧倒し、小幅な範囲内に収まるという方

位の共通性を保持している。またその規模は一辺 2m台 5軒(13%)◇ 3m台 21軒(54%)、  4m台 13軒(33%)で、最小
規模については半分が未調査区域に延びているS111の一辺2.25mが ある。完掘された堅穴建物でもS117は 2.65×

2.96mで あった。また最大規模を測るS121で も4.51× 4.54mで、中型建物の基準値 5mを超えるものは皆無で、検出

された堅穴建物跡すべて小型建物に分類される。また平面形はほぼ正方形と確認できるものが主体を占めているもの

の、みかけ明らかに長方形になるものが 7例ある。ここで問題は柱穴である。堅穴建物に構築される柱穴には主柱穴、

壁柱穴、支柱穴、梯子穴が存在するが、いわゆる堅穴内無柱六建物が20軒、梯子穴のみが 8軒ある。これらはいず

れも 9世紀代である。一方 4本柱主柱穴建物が 4軒、壁柱穴建物 1軒ある。 4本主柱六でもS126お よびS141は通常

みられる四隅の対角線上に穿っているものであるが、S127は カマ ドの両袖部脇と対面する南壁際に穿ってある。同

様にS135ではカマド両袖部脇と南側内側対角線上に穿っている。またS140は各壁面に接するように 8本の壁柱穴が

穿っている。堅穴内柱穴設置建物は 8世紀後半から9世紀前半の時期に相当する。

従来から検討されてきた堅穴建物跡の属性として、出土遺物だけではなく、建物形態 。構造・規模・主軸方位・カ

マ ド構造など多くの属性の類似性が認められれば、同時存在の可能性は高まるはずといわれて久しい(土井・渋江

1987等 )。 しかし、土器編年が精緻にわたる今日、しかも検出例の多さから居住形態のみかけの類似性だけの状況証

拠だけでは解決できない問題も多出していることもまた確かであろう。

4. :お オ)り に

今回の上ノ宿遺跡の発掘調査により、縄文時代中期中葉～後期初頭の集落から奈良 。平安時代の集落など、多くの

成果を得ることができた。とくに古代では久慈川に関わる交通の要衝に形成された村落であり、須恵器・風字硯の出

土は重要な拠点的集落であったことを意味する。しかし、これらの発見は上ノ宿遺跡の一部であり、その意味すると

ころの社会的、政治的背景について十分に明らかにできなかった。これらの成果はこの地域の歴史の一部であり、今

後上ノ宿遺跡を含めた周辺地域の歴史解明の一助となることを念願し、ひとつの課題として提起しておきたい。

(小川和博・大渕淳志・遠藤啓子)

参考文献

浅井 哲也1992「茨城県内における奈良 。平安時代の土器(I)」 研究ノー ト創刊号(財)茨城県教育財団
浅井 哲也1992「茨城県内における奈良・平安時代の土器(Ⅱ )」 研究ノー ト2号(財)茨城県教育財団
石野 博信 1990「日本原始・古代住居の研究」吉川弘文館
小川和博他 2004「上宿上坪遺跡発掘調査報告書」大宮町教育委員会

小川和博他 2005「高ノ倉遺跡発掘調査報告書」常陸大宮市教育委員会

小川和博他 2008「上ノ宿遺跡発掘調査報告書」常陸大宮市教育委員会

小川和博他 2009「西塙遺跡発掘調査報告書」常陸大宮市教育委員会

斉藤 弘道 2006「茨城の縄文土器」茨城県立歴史館史料叢書 9

縄文時代研究班1995「茨城県における縄文時代中期前半の住居跡形態につい判 研究ノー ト4号 (財)茨城県教育財団

鈴木 美治 1984「阿玉台期における堅穴住居跡の形態についての一考察」年報 3(財 )茨城県教育財団
土井義夫・渋江芳浩1987「平安時代の居住形態」『物質文化49』 物質文化研究会



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表
穴
物
竪
建
播唱4番F

器 種
羞 1量 (cm)

整形・調整 胎 と 色調 速存康 備考

32-1 覆恵器 蓋 19 天丼部回転ヘラケズリ 臣綿骨針 石英 長石 慶餌

土師器 14N

土師器 皿

土師器 甕

土師器 甕

120

138

180

210

(37)

23

(92)

(45)

内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ、底部回転糸切り

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ξ英 長石

景色粒子 石英

景色粒子 石英

里角粒子 石英

石

石

石

長

長

岳

好

好

好

解

良

良

良

由

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

にボい掲角

日縁1/4残

口縁1/3残、底部1/4残

口縁1/4残

黒色処理

黒色処理、墨書土器

蒼
賃
薙
五

器

器

土

土

70

80
外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

R色粒子 石英 長石

鵞色粒子 石英 長石

好

好

良

良

褐色

褐色 底部 1/4残

本粟痕

木葉痕

土師器 郵

土師器 イ

土師器 郭

土師器 皿

土師器 皿

土師器 皿

土師器 イ

土師器 14N

須恵器 皿

須衷器 蕪

134

130

120

内面ヘラミガキ、底郡回転糸切り

内面ヘラミガキ、底部回転ヘラケズリ

内面ヘラミガキ

ぬ面ヘラミ方キ、底部回転ヘラクズリ

内面ヘラミガキ、底部回転糸切り

内面ヘラミガキ、底部回転糸切り

内面ヘラミガキ、底部回転ヘラケズリ

内面ヘラミガキ、底部回転ヘラケズリ

底部回転糸切り

外面平行タタキ

辱綿骨針 石英 長石

具色粒子 石英・長石

B綿骨針・石英 長石

録綿骨針 石英。長石

麟綿骨針・石英。長石

麟綿骨針・石英 長石

尋綿骨針 石英 長石

辱綿骨針 石英 長石

具色粒子 石英 長石

罠色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

にぶい黄橙色

橙色

にぷい黄橙色

浅黄橙色

掲色

橙色

にぶい黄橙色

灰自色

灰自色

黄灰色

完存品

V6残

日縁V6残

底部2/3残

底部1/2残

底部1/4残

底部i/3残

底部1/2残

底部V2残

体部破片

黒色処理

黒色処理

黒色処理、墨書土器

黒色処理

黒色処理

14N ロクロ成形 良llT 灰色 口縁1/8残

コLH印君石 望峯

土師器 甕

土師器 甕

130

２３０
な

84
外画ヘラケスリ

外面ヘラケズリ

底部木葉痕

写英 長石

写英 長石

厚綿骨針 石英 長石

島色粒子 石英 長石

好

好

好

好

良

良

良

良

にぶい貢橙色

暗掲色

にぶい黄褐色

にぶい黄橙色

底部V4残

底部残

日縁V3残

日縁3/4欠損

木葉痕

土師番 郵

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 lT

須恵器 14N

須恵器 邪

須恵器 甕

側
２５４
⑫
⑫
⑩
⑬
３５
ｍ
囲

７ ６

９ ０

．

．

４ ３

７ ０

８６

７ ２

８ ０

属舌卜回転ヘラ切りのち手持ちヘラケズリ

外面ヘラケズリ

ヨヨナデ

外面ヘラケズリ

ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラ切りのち手持ちヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

外面平方タタキ、内面同心円タタキ

島色粒子 石英 長石

霰綿骨針 石英 長石

亀色粒子 石英 長石

府ャート・石英。長石

量色粒子・石英。長石

隷綿骨針・石英。長石

穂綿骨針・石英。長石

亀色粒子 石英 長石

辱綿骨針 石英 長石

ヨ英。長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

浅黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい橙色

にぶい橙色

明赤褐色

にぶい掲色

灰色

灰自色

灰色

掲灰色

底部1/2残

1/3欠損

日縁1/4残

日縁1/6残

底部1/4残

底部残

1/4残

底部残

底部1/2残

体部破片

木葉痕

52-2 須恵器 甕
150

150

属部回転ヘラクスリ

ロクロ成形 景色粒子 石英 長石

婿

好

天色

黄灰色

日縁 1/3欠摂、肩台欠損

Π縁 1/R確

土師誘 高台付坪

土師器 高台付郭

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 邪

須恵器 イ

須恵器 高台付郵

須恵器 高台付郭

(28)

(18)

(58)

1116)

(81)

(55)

(54)

(66)

(15)

(34)

57
(38)

８６

６ ４

・

・

・

８ ８

‐０ ０

８ ０

８ ０

９ ６

７ ２

７ ７

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

高台貼付け

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

辱綿骨針 石英 長石

鳥色粒子 石英 長石

鳥色粒子 石英 長石

罠色粒子 石英 長石

員色粒子 石英・長石

具色粒子・石英・長石

具色粒子・石英。長石

鳥色粒子 石英 長石

景色粒子 石英 長石

景色粒子・石英 長石

再綿骨針・石英 長石
目

“

対平・石蓮 阜万

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

解

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

向

浅黄橙色

浅黄橙色

橙色

にぶい黄橙色

橙色

浅黄橙色

黒褐色

橙色

灰褐色

掲灰色

灰色

底部1/2残

底部1/4残

日縁1/6残

日縁1/7残

日縁1/7残

底部1/4残

底部V4残

底部V3残

底部1/4残

底部1/4残

日縁一部欠損

黒色処理

木葉痕

ヘラ記号

ヘラ記号

S122 57-1
57-2
57-3
57-4
57-5

土師器 碗

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 邪

711

140)

il1 8)

(33)

`42)

110

80

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

藪綿骨針 IH英 長右

景母 石英 長石

具色粒子・石英 長石

量色粒子・石英・長石

好
好

好

好

に

艮
良

良

良

亡

にぶい掲色

にぶい黄橙色

灰白色

吉辰住

回縁2/3残

口縁1/6残

底部1/4残

1/2残、高台欠損

黒色処理

S123 上師器 属台付tT 為面ヘラミカキ 良好 にぶい貢橙色 匠部残 黒色処理

土師器 邪

土師器 甕

須恵器 甕

120 (31)

(53) 112
内面ヘラミガキ

外画ヘラケズリ

外面平方タタキ

色粒子,石英。長石

ヤート石英 長石

色粒子・石英 長石

好

好

好

良

良

良

にぶい黄橙色

黒褐色

掲灰色

日縁1/8残

底部1/4残

体部破片

墨書土器

木葉痕

S125 δ6-1
δ6-2
S6-3
36-4

郵

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 43
148)

(55)

(93)

68 内面ヘラミ方キ

外画ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

尋編骨針 石英 長石

景色粒子 石英 長石

具色粒子 石英 長石

具色粒子 石英 長石

好

好

好

好

長

良

良

良

灰貢褐色

にぶい褐色

にぶい黄掲色

橙色

口縁2/3残

口縁1/4残

口縁1/12残

日縁1/5残

黒色処理

S126 59-1

59-2
59-3
9ヽ-4

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 蓋

須恵器 不

85)

14)

15)

13)

外面ヘラケズリ

輪積痕

天丼部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

具色粒子・石英 長石

星色粒子・石英・長石

辱綿骨針 石英・長石

具色粒子 石英 長石

好

好

好

梓

良

良

良

０

淡黄色

にぶい黄橙色

灰色

灰色

日縁 V4残

日縁1/4残

1//4残

底部1/4残

S127 土師器 イ

土師器 高台付郵

土師器 委

土師器 萎

土師器 甕

土師器 委

須恵器 郭

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

132

210

４０
⑩
Ｗ
⑫
⑬
∽
⑫

５ ５

６ ６

・

７ ２

８ ０

５ ４

６ ６

底部手持ちヘラケズリ、内面ヘラミガキ

高台貼付け

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

海絹骨針 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

雲母 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

石英 長石

石英 長石

海綿骨針・石英。長石

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

黒掲色

橙色

掲色

にぶい掲色

にぶい掲色

掲色

灰掲色

黄灰色

掲灰色

黒褐色

1/2残

底部残

日縁1/12残

底部1/2残

底部V4残

底部2/3残

底部残

体部破片

体部破片

体部破片

黒色処理

黒色処理

木葉痕

木葉痕

木葉痕

土師器 郵

土師器 邪

土師器 郭

土師器 邪

土師器 甕
十資�哭 議

136

220

76

64
70
76

70

底部回転ヘラケズリ後手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

ロクロ成形

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

黒色粒子 石英 長石

雲母 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

海締骨針 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

諄

良

良

良

良

良

由

浅貢橙色

浅黄橙色

橙色

浅黄橙色

にぶい黄掲色

にポい椿P・

1/2残

底部1/3残

底部1/7残

底部1/8残

口縁1/5残

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理、墨書土器

六華痛



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

敷
酌 鶴

1 君情と1箆 薙形1調整 漁 上 一調一儀 適碑度 鯰考

75-7
75-8 須恵器 甕

ミ色粒子・石英・長石 隔e
にボい赤褐fI

氏剖∫/Z残

は部破片

S135 ７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

７９

上師器 邪

土師器 高台付郵

土師器 高台付郵

土師器 高台付郭

土師器 高台付郭

土師器 高台付邪

土師器 高台付邪

土師器 高合付郭

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郭

須恵器 郭

須恵器 高台付郷

須恵器 蓋

須恵器 甕

須恵器 甕
箔常采 ZL

郎
‐４２
聯
・　
・　
・　
・
Ы
２。６
‐５６

∽
４５
⑫
⑫
⑩
⑩
⑩
ｍ
∞
回
⑩
⑩
⑮
⑫
ω
ｍ

７０
６２
・
・
・
８４
・
８０
´
．
．
７４
帥
９２
９０
曲

医部回転ヘラケスリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

外面平行タタキ

外面平行タタキ

海綿骨針 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

海綿骨針 石英 長石

海締骨針・石英 長石

雲母・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

海綿骨針 石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

雲母・石英。長石

海綿骨針・石英。長石

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

牌

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

虚

黄橙色

橙色

にぶい黄掲色

橙色

にぷい黄橙色

にぷい黄褐色

橙色

にぶい黄橙色

明赤掲色

褐色

赤褐色

褐色

褐灰色

灰色

灰色

黄灰色

灰色

オリープ黄色

オリープ苦角

底部1/3残

日縁1/3欠損

日縁一部欠損、高台欠損

日縁 lμ残

底部1/4残

底部残

底部1/2残

底部1/4残

日縁1/4残

口縁1/4残

日縁1/3残

底部1/3残

底部1/6残

底部1/2残

底部1/6残

日縁破片

体部破片

体部破片
株 郎 税 ト

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

木葉痕

ヘラ記号

S136 睦

Ｂ２

８２

８２

磁

磁

８２

８２

８２

８２

８２

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甍

須恵器 郭

須恵器 郭

須恵器 郭

須恵器 坪

須恵器 邦

須恵器 蓋

須恵器 甑

４０

∞

硝

）
４０

１‐

⑩
ｍ
ｍ
∞
４９
３８
④
⑭
⑪

的

．
７６

８０

ｍ

８０

８８

８。

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

把手貼付け

石英・長石

チャート石英 長石

黒色粒子・石英・長石

チャート・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

海締骨針・石英。長石

海締骨針・石英・長石

石英 長石

石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

疋褐色

月赤掲色

こぷい赤掲色

天黄褐色

色橙黄い

色

色

色

ぷ

色

色

色

日縁1/6残

日縁1/3残、底都残

口縁1/8残

底部残

1/4残

底部1/2欠損

底部lμ残

底部1/4残

底部残

日縁破片
胆手 甜 ド

ヘラ記号

85-2
86-3
85-4
85-5

須息喬 IIN

須恵器 妬

須恵器 郷

須恵器 甕
須百哭 森

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

外面平行タタキ

外面平行タタキ

黒色粒子・石英 長石

石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子 石英・長石

肘
好

好

好

好

泉
良

良

良

良

ケリーフ灰色

叉自色

叉色

音灰色

巨部1/4残

蔓部1/4残

本部破片

S138 88-1
88-2
88-3
88-4

土師器 郭

土師器 邪

土師器 甕

土師器 甕

(34)

(14)

(51)

(54)

70

80

内面ヘラミガキ

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

黒色粒子・石英・長石

石英・長石

海綿骨針・石英,長石

黒色粒子・石英,長石

海綿骨斜・石英。長石

良好

良好

良好

良好

こぷい橙色

こぷい黄橙色

児赤褐色

ミ褐色

豚

部

縁

縁

散

口

底

口

日

虚

践

残

残

残

腔

β

μ

″

々

カ

墨書土器

S139 土師器 郵

土師器 郭

土師器 邪

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 坪

須恵器 高台付郷

４２
４７
３９
⑪
硼
④
⑫
ｍ

６０

６７

５８

７０

．

．
Ю

７。

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転糸切りのち手持ちヘラケズリ

黒色粒子・石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

妻母・石英 長石

黒色粒子 石英 長石

毎綿骨針・石英・長石

好

好

好

好

好

好

好

諄

良

良

良

良

良

良

良

Ｅ

禍色

にぶい黄褐色

にぶい黄掲色

掲色

にぶい褐色

掲色

掲灰色
″魯

部

縁

縁

部

縁

縁

部

部

底

回

日

底

日

日

底

底

/2残、日縁一部残

/2欠損

/8残、底部1/2残

/2残

/8残

/4残

/7残

/6残

黒色処理

黒色処理

S140 主的誘 獲

土師器 塞

土師器 姿

土師器 萎

須恵器 坪

須恵器 不

須恵器 坪

須恵器 好

に

に

徹

針

４

４

４

⊂

外面ヘラケスリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

片ャート・石英・長石

亀色粒子 石英・長石

Kヨ リア 石英・長石

感締骨針 石英・長石

野綿骨針 石英 長石

ミ色粒子 石英 長石

黒色粒子・石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

”

艮

良

良

良

良

良

良

ロ

黒掲色

にぶい黄橙色

にぶい黄掲色

にぶい黄褐色

色

色

色

黄

魯

灰

灰

浅

匠

縁

縁

部

部

存

部

縁

部

日

日

底

底

完

底

日

度

暖
暖
残

磯

/8残

/8残、底部1/4残
/3残

木葉痕

木葉痕

ヘラ記号

9r-1
97-2
97-3
97-4
97-5
97-6
97-7
97-8

土師器 碗

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郵

須恵器 郵

須恵器 邪

須恵器 邪

須恵器 蓋

９

⊃

①

ｌ

９

①

Ｄ

０

６

い

徹

４

箪

徹

¢

仏

∞

帥
　
．　
．　
８２

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

天丼回転ヘラケズリ

口種す・狛共 長ね

色粒子・石英・長石

色粒子・石英。長石

色粒子・石英。長石

色粒子・石英・長石

色粒子・石英 長石

色粒子・石英 長石

色粒子・石英 長石

野

好

好

好

好

好

好

好

艮

良

良

良

良

良

良

良

Ｅ債
色

　

　

　

　

　

　

色

貢
褐

色

色

色

色

色

灰

茂
暗

橙

灰

灰

灰

灰

掲

回線V4娠

日縁1/6残

底部残

日縁1/3欠損

1/2残

日縁1/9残

底部2/3残

口縁1/4残

黒色all理

本葉痕

ヘラ記号

S142 ００

００

００

００

００

００

００

００

００

００

００

００

０。

００

土師器 甕

上師器 甕

須恵器 郭

須恵器 郭

須恵器 邪

須恵器 高台付郭

須恵器 董

須恵器 蓋

須恵器 高邪

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甕

須恵器 甑

146

134

112

144

140

‐１０⑩
４２
５２
∽
⑪
∽
⑭
⑫
ｍ
・
・ｍ

８６
・
６５
８０
．
７４
・
・
・
‥

・
ｍ

底剖
`回
転ヘフグスリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

ロクロ成形

底部回転ヘラケズリ

天丼郡回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

回クロ成形

ロクロ成形

外面平行タタキ

外面平行タタキ

外面ヘラケズリ

昌母する央 長石

景色粒子・石英。長石

R色粒子・石英。長石

辱綿骨針・石英・長石

毎綿骨針・石英・長石

R色粒子・石英 長石

景色粒子・石英 長石

景色粒子・石英 長石

景色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

景色粒子 石英・長石

ミ色粒子 石英 長石

ξ英・長石

亀色粒子・石英・長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

にぶい黄橙色

明赤褐色

にぶい赤褐色

灰色

灰色

灰オリープ色

暗オリープ灰色

灰tl

色

色

色

色

色

自

白

色

灰

灰

灰

灰

灰

灰

口縁 0/4入 凛

1/4残

日縁1/6残

完存品

日縁1/2欠損

日縁1/6残

底部1/4残

完存品

口縁1/2残

脚部接合部

日縁V5残

体部破片

体部破片

底部1/5残

ヘラ記弓

・石英。長石 良弼 登色 量部1/2残



付章 上ノ宿遺跡出土土器観察表

観
鋤 甲輻 機

法鐘 .(前
整影Ⅲ調1整 1絡辻 色潮| 速存度 1備考口1径 器再| 底 径

103‐ 2

103‐ 3

103‐ 4

103-5

餐
郭

邪

イ

奈
器

器

器

即
恵

首
笙
黒

玉
須

須

箔

団
４６
４２
い

外画ヘラナデ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズし

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

ミ色粒子 石英 長石

ミ色粒子・石英,長石

ミ色粒子・石英 ,長石

貯

好

好

好

艮

良

良

良

樹B

オリーブ灰色

天色

オリープ灰色

底部1/4残

口縁2/3欠損

1/4残

1/2残

口
巧
　
　
　
ｏ
「

記

　

記

ラ

　

　

ラ

ヘ
　
　
　
ヘ

S144 i06-1

106-2
106-3

盃
器

器

工
土

土

高台付lT

高台付lT

120i 55
1441 56
1401 55

ね

８

４

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガ辛

毎締骨針・石英 長石

毎綿骨針・石英 長石

け

好

仁

長

良

由

蔭 ロ

にぶい黄橙色

港首椿仁

口縁1/8欠損

日縁1/6欠損

日縁V3欠損

黒色処理

黒色処理
１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

「

１２

‐３

‐４

‐５

お

‐７

‐８

‐９

２０

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

０９

土師器 郵

土師器 郭

土師器 坪

土師器 坪

土師器 邪

土師器 邪

土師器 郭

土師器 郭

土師器 皿

土師器 皿

土師器 1/N

土師器 郭

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 14

須恵器 甕

214
220
120

140

140

３６
４‐
４０
３４
∽
Ｖ
３７
ｍ
‐５
‐９
・
・ｍ
団
⑩
ω
⑪
⑩
⑩

６ ２

７ ０

５ ４

７ ４

・

７ ０

７ ０

７ ４

６ ０

６ ２

・
　

・
　

・
　

・
　

・

・

・

７ ０

８ ０

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

底言[回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内画ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

内画ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部手持ちヘラケズリ

外面平行タタキ

石英・長石

石英・長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英,長石

黒色粒子 石英・長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子 石英。長石

黒色粒子・石英・長石

スコリア・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

海綿骨針・石英 長石

海綿骨針 ,石英 長石

石英,長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英 長石

黒色粒子 石英・長石

海綿骨針 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

則
朗
朗
餅
餅
飾
朗
餅
朗
餅
朗
餅
朗
朗
朗
餅
餅
餅
餅
飾

にぶい貢橙色

浅黄色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぷい黄橙色

にぷい黄色

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

にぷい黄橙色

にぷい黄橙色

浅黄橙色

明黄褐色

橙色

にぶい褐色

橙色

橙色

にぶい黄掲色

灰自色

灰色

日縁2/3欠 損

口縁 1/3欠損

日縁 1/4残

1/4残

日縁 V4残

1/4残

1/4残

底部1/2残

1/4残

完存品

体部破片

体部破片

回縁1/2残

回縁1/6残

回縁1/8残

日縁1/4残

日縁1/4残

底部1/4残

底部1/4残

体部破片

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

墨書土器

黒色処理

黒色処理、ヘラ記号

黒色処理

黒色処理

墨書土器

墨書土器

112-1

112-2 須恵器 警
(35) ロクロ成形

夕よ面平行タタキ

テヤー ト・石爽。長石

ミ色粒子 石英・長石

良好 灰自色 口縁1/3残

体部破片
116-1
116-2
116-3
116-4
116-5
116-6

土師器 碗

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郭

須恵器 郵

須恵器 高台付邪

136

120

⑭
閉
⑬
４５
ｍ
５０

70

80
97
79

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラキリ

黒色粒子・石英 長石

雲母 石英・長石

雲母 石英・長石

海締骨針・石英 長石

海綿骨針・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

貼

好

好

好

好

好

艮

良

良

良

良

良

暗赤掲色

黒掲色

灰色

浅黄色
濯辰体

H豚 1/う 残
日縁3/4残

底部残

回縁1/2欠損

底部残

回縁一部欠椙

黒色処理

木葉痕

ヘラ記号

117-1
117-2
117-3
117-4

主師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郷

須恵器 盤

０４

９６

´

３‐

帽

６

８

５

４

５

７ ４

７ ０

‐２ ９

分回ヘフナァ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

Fr部回転ヘラケズリ

5英・長石

ミ色粒子 石英 長石

ミ色粒子 石英 長石

毎綿骨針 石英。長石

儀綸昏斜・示塩・尾春

良好

良好

良好

良好

にぶい掲色

黄橙色

にぶい黄橙色

灰色

日縁V12娠

日縁1/8残

底部1/4残

日縁1/2欠損

木葉痕

ヘラ喜P号
２。

２０

２０

２０

２０

２０

２０

知

２。

土師器 郭

土師器 郭

土師器 郭

土師器 郵

土師器 高台付lT

土師器 高台付IT

土師器 高台付IT

土師器 甕

３６

３４

４０

・
２６

３４

３。

器

48
40
49

(31)

45
48

(40)

(46)

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラキリ、内画ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

海締骨針 石英・長石

黒色粒子 石英。長石

海綿骨針・石英`長石

海綿骨針・石英 長石

海締骨針・石英 長石

海綿骨針`石英 長石

石英・長石

黒色粒子 石英 長石

好

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

膨

月黄褐色

唇赤褐色

こぶい黄褐色

炎黄色

こポい黄橙色

目色

月掲色

こぶい黄橙色
死Ⅲ

晃存品

日縁 1/4欠損

日縁 1/8残、底部 1/4残

底部1/2残

口縁 高台1/2欠損

日縁 1/4欠損

日縁1/4残

日縁1/6残

休部破片

黒色処理、墨書土器

黒色処理

黒色処理

黒色処理、墨書主器「家

黒色処理

黒色処理

S150 123- 1

123‐ 2

123-3
123-4
123-5
123-6
123-7
123-8

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

基

恭

器

器

器

器

器

器

哭

酌

師

師

師

師

師

師

師

主

土

土

土

土

土

±

＋

２０

２０

１６

２０

∞

２。

(207)|

(220)|

(140)|

(125)|

(65)|

(82)|

(40)|

`夕

7】 !

．　
．　
．　
８８

帥

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

黒色粒子 石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英,長石

黒色粒子・石英,長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

貯

好

好

好

好

好

好

長

良

良

良

良

良

良

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

にぶい橙色

橙色

にポい褐色

橙色
膳魯

日縁1/3残

上部残

日縁残

日縁1/4残

日縁1/6残

日縁1/4残

底部1/2残

蒔歎1/R職
木葉痕

S151 126-1
126-2
126-3
126-4
126-5
126-6
126-7
126-8
126-9
126-10

126-11

126-12
126-13
126-14
126-15
126-16

土師器 郭

土師器 皿

土師器 皿

土師器 皿

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 鉢

土師器 甑

土師器 甑

土師器 甑

須恵器 郭

３０

３４

・　
・
弱

‐０

９２

‐４

３２

９〇

一
３。

ｍ
２２
⑪
Ш
卿
ω
］
⑪
ω
⑩
∽
⑫
⑩
⑩
④
⑫

和

６‐

６６

・　

・　

・

・

・

・

‐‐２

・

‐４６

‐５０

‐５０

７。

内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転糸切り、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内画ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外画ヘラケズリ

内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

黒色粒子・石英 長石

海綿骨針 石英・長石

石英 長石

石英 長石

海締骨針・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

チヤート・石英・長石

チヤート石英・長石

黒色粒子・石英,長石

チヤート石英。長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英 長石

黒色粒子 石英 岳石

期
朗
朗
朗
朗
朗
朗
朗
朗
餅
飾
餅
朗
朗
朗
誡

にぶい黄橙色

浅黄橙色

にぶい褐色

浅黄色

にぶい黄橙色

赤掲色

橙色

にぶい橙色

にぶい褐色

褐灰色

掲色

にぶい黄橙色

浅黄橙色

灰黄褐色

掲色

辰仁

日縁1/4残

日縁1/2欠損

底部残

底部4/4残

日縁3/4残、体部1/3残

口縁3/4残

日縁lμ残

日縁V2残

日縁3/4残

日縁1/6残

底部1/2残

口縁1/4残

底部フ残

底部1/8残

底部V8残

底部V2残

墨書土器

黒色処理

黒色処理

黒色処理

130-1

130-2

130-3
130-4
130-5
,30-6
130-7
130-8

郭

邦

甕

甕

甕

甕

甕

係

器

器

器

器

器

器

器

哭

師

師

師

師

師

師

師

音

土

土

土

土

土

土

土

須

４４
⑪
羽
切
鉤
⑩
⑫
∽

９ ６

７ ０

．

．

８ ６

３ ７

９ ８

８ ０

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

濤綿骨封・泊英・長右

海綿骨針 石英・長石

黒色粒子 石英・長石

雲母・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

射
好

好

好

好

好

好

解

民
良

良

良

良

良

良

鳥

茂 東 蔭 E

浅黄橙色

浅黄橙色

にぶい黄橙色

色褐

色

色

色

赤

褐

自

橙

暗

暗

灰

日縁1/4残、底部1/3残

底部1/4残

上部残

口縁1/2残

下部残

底部V2残

底部V4残

底部1//4残

黒色処理

木葉痕

木葉痕

94
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130-10
130-11

須恵器 甕

箔首器 惹

外面平行タタキ

外面平行タタキ

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

射

好

解

長

良

Ｅ 色

色

色

白

底部3/4残

体部破片

S153 133-1
133-2
133-3
133-4
133-5
133‐ 6

133-7
133-8
133-9
133- 10

133-11

133-12
133-13

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

哭

師

師

師

師

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

昔

土

土
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(26)

(26)

(14)

(13)

(20)

(25)

８０
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一
部

Ｖ

箭

６Ｂ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラナデ

底部回転ヘラキリ

ロクロ成形

底部手持ちヘラケズリ

底部回転ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

底部回転ヘラキリ

天丼部回転ヘラケズリ

天丼部回転ヘラケズリ

黒色粒子・石英 長石

雲母・石英・長石

雲母・石英・長石

雲母・石英・長石

海綿骨針・石英・長石

海綿骨針,石英・長石

海綿骨針・石英・長石

海綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

海綿骨針 石英・長石

海綿骨針・石英・長石

海綿骨針 石英・長石
皇魯埒子・石五 阜万

貯

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

好

解

長

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

直

こぷい橙色

月掲色

こぶい褐色
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民色

疋白色

疋色

更色

疋白色

〔

色

色

色

態

lR封
'げ
」猿

日縁1/4残

日縁1/4残

底部1/3残

口縁V2残、底部2/3残

日縁76残
底部1/4残

底部1/4残

底部1/4残

底部残

天丼部

日縁1/8残

伝 部 硝 片

木葉痕

ヘラ記号

S154 136- 1

136-2
136-3
136-4
136-5

136-6
136-7

136-8
136-9
136-10
136-11
136-12
136-13
136-14
136-lS

工 H叩盃  」4｀
土師器 高台付郭

土師器 イ

土師器 襲

土師器 高台付耳

土師器 高台付耳

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

須恵器 郷

須東器 審

134

134

124

226
190

146

40
140)

(22)

(15)

52

(47)

(68)

(66)

(79)

(77)

(39)

(53)

(14)

(14)

71

66
62
75
72

帥

解

能

６８

陀

底部回転ヘラキリのち手持ちヘラケズリ

内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ、内面ヘラミガキ

底部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラナデ

外面ヘラナデ

外面ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

底部回転ヘラキリ

ミ色粒子・石英 長石

景色粒子・石英 長石

黒色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英・長石

毎綿骨針・石英・長石

毎綿骨針・石英・長石

ミ色粒子・石英・長石

ミ色粒子・石英・長石

ミ色粒子・石英。長石

ミ色粒子 石英・長石

ミ色粒子・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

亀色粒子・石英 長石

毎綿骨針・石英 長石
三魯対早・石速.亭石

好

好

好

好

好

好

好

好

良

良

良

良

良

良

良

良

良好

良好

良好

良好

良好

良好
向と平

黒褐色

浅黄橙色

盾色

黒色

明赤掲色

浅黄橙色

燈色

橙色

黒掲色

黒掲色

掲色

にぷい黄掲色

にぶい黄橙色

灰色
と匠魯

日縁1/2欠損

日縁1/4残

底部1/2残

底部残

口縁V2欠損

底部1/8残

日縁1/4残

日縁1/4残

日縁1/7残

底部1/3残

底部lμ残

底部1/4残

底部2/3残

底部1/4残

仏 郎 硝 片

黒色処理

黒色処理

黒色処理

黒色処理

本葉跡

本葉跡

S155 127-1 上師器 甕 71・面ヘラケスリ 又殉 こぶい橙色 口縁破片

S158 138‐ 1 ヨヨナデ 色粒子・石英・長石 霊貢橙色 破片

底部回輔ヘラケズリ 内面ヘラミガキ ミ角粒子・石英・長石 にぶい責褐色 ,一部欠損 土器

2

3

4

5

土師器 高台付拓

土師器 高台付lT

０

０

４５
⑭
効
ａ

76

60
66

内面ヘラミガキ

内面ヘラミガキ

虚部回転ヘラキリ

黒色裡子・IH英・長れ

黒色粒子 石英・長石

海締骨針・石英・長石

望負粒子・石英・長石

野

好

好

諄

艮

良

良

蔵

掲色

にぶい黄色

にぶい黄橙色

譜態 魯

体部1/10残

体部1/10残

底部残
虐部1/4礎

黒色処理

142-1

142-2
と師器 高台付И

十鮪暴 盛

(33)

(67)

内面ヘラミガキ

外面ヘラナデ 黒色粒子・石英 長石

野

好

艮

良

にぶい黄橙色

黒掲色

日縁1/8残

底部1/2残

黒色処理

木棄痕

144-1
144-2

土師器 甕

須恵器 甕

外面ヘラケズリ

外面平行タタキ

毎綿骨針・石英・長石

黒色粒子・石英 長石

野

好

艮

良

にぷい黄褐色

灰自色

体部破片

体部破片
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上ノ宿遺跡

一

和節
　３０８３

轟
大

の
野

斃純
浄報
他9筆

334 36度

32分

42秒

5

140度

25分

12秒

1

20080401

20081225

9,920笛 店舗建設に伴う記録

保存の為の調査

遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

上ノ宿遺跡 集落跡 縄文時代、奈
良。平安時代、

中世以降

堅穴住居跡  47軒
掘立柱建物跡  6棟
土坑     148基
柱穴     76基
溝      1条

縄文土器・土師器・須
恵器・硯・石器 (石鏃・

石皿。磨石・砥石)・鉄
製品例子・鋤先・鑢

縄文中・後期、奈
良。平安時代の

集落跡である。

要

　

約

本遺跡は縄文時代および古代の拠点的集落跡である。縄文時代は中期から後期の竪穴建物跡4軒、中期中

葉から後期前半の上坑101基が検出され、調査区南東側に展開している。また、古代では奈良・平安時代

の竪穴建物跡43軒が調査区ほぼ全面で確認されている。これら竪六建物跡からは土師器・須恵器が多量

に出土し、土師器杯や高台付郭には墨書土器もあり、それに関連するとみられるほぼ完形に近い須恵器・

風字硯が墾穴建物跡から出土している。また鉄製品である鋤先、鉄斧の完存品も堅穴建物跡から検出さ

れ、その他鉄鏃や刀子等の出土も特筆される。なお中世以降では溝や掘立柱建物跡等が検出されている。
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